
大正期の賓塚少女歌劇圏の舞踊活動についての考察

序　研究目的､方法

本研究の動機は､近年､洋楽受容史､文化研究等の方

面で宝塚歌劇(大正期は｢宮坂少女歌劇圏｣｡以下､本

論文では､ ｢宝塚｣と略称する)の研究が増えているな

かで､舞踊史研究においても｢宝塚｣という現象を捉え

なおしてみたい､と考えたことにある｡日本近代舞踊史

についての研究書(1)においては､宝壕は､楳茂都陸平

の新舞踊作品《春から秋へ≫､また昭和期の｢レヴュー｣

の流行に先鞭をつけたことなどが､主に認識されている｡

また､渡辺裕氏の｢日本舞踊とモダンダンスの｢異文化

接触｣宝塚少女歌劇における楳茂都陸平の活動｣､およ

び｢｢宝塚アイデンティティ｣の形成とオリエンタリズ

ム　一九三八年･宝塚のベルリン公演(『日本文化　モ

ダンラプソディ』春秋社､ 2002年　所収)では､楳茂都

陸平の活動のなかでどのように｢西洋｣ ｢日本｣が表象

されていたのか､についての大変興味深い論考があり､

また､桑原和美氏の｢楳茂都陸平の新舞踊〔Ⅰ〕大正

6 (1917)一昭和6 (1931)｣ (『舞踊撃』 17号(1994年)

所収)､などの楳茂都の舞踊作品についての充実した研

究がある｡

本研究においては､楳茂都陸平以外の人物の舞踊活動

にも目を向け､大正期の｢賓塚少女歌劇園｣という団体

そのものの活動を捉え直し､宝塚がどのように舞踊の近

代化に抵触していたのかを考え､宝塚は舞踊史の流れの

中でどのように位置づけられるべき存在なのか､という

ことを検討するための素地としたい｡

なお､本研究は､宝塚の機関誌である『山容水態』(2)

と､ 『歌劇』(3)誌を､主な資料として考察している｡

1.宝塚の｢歌劇｣における｢舞踊｣の位置

1. 1大正期の『歌劇』誌掲載の舞踊記事

大正期の機関誌『歌劇』においては､音楽や演劇に関

する記事や､作者による作品解説､団員によるエッセイ

などのフアン向けの内容のほか､宝塚内外の舞踊に関す

る評論､研究等が多く掲載されていた(表1 ; ｢『歌劇』

掲載の舞踊関係記事｣参照)｡

まず､バレエやモダン･ダンスなどの西洋舞踊に関す

る記事は多い｡当初は､大正10 (1921)年3月から翌年

5月まで『歌劇』誌の編集を担当した寺川信の｢舞踊界

の人々に　-アンナ･パヴロア嬢談｣ ｢ニジンスキイの舞

踊と山村舞を憶ふ｣ ｢勢燈雑記一露西亜芸術家のこと-｣

などの紹介･評論記事や､また海外の音楽界の情報を掲

載した青柳有美の連載･ ｢世界オペラ消息｣や｢ベラゴ

ア読本｣ (のち､ ｢賓塚ベラゴア読本｣となっている)に
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おいては､舞踊界の情報や､舞踊史についての紹介が

あった｡帝羅漢｢海外最近の舞踊界｣ (大正11 (1922)

年7月)では､フォーキンの舞踊論を紹介し､寺井龍男

｢舞踊芸術｣ (大正13 (1924)年10月)は､バレエ･リュ

ス､ダンカン､ダルクローズらについての評論である｡

また大正末期には､光吉夏翻､永田龍雄ら舞踊評論家に

よる寄稿も増え､国内外の西洋舞踊家､ ｢洋舞｣界の状

況なども載るようになった(永田龍雄｢十四年度の舞踊

界を顧みて｣ (大正15 (1926)年2月)､ ｢石井漠の舞踊詩｣

(大正15 (1926)年9月)｡また､大正11 (1922)年9

月-11月頃のアンナ･パブロヴァについての記事､また､

大正14 (1925)年10-12月頃のデニショーンについての

記事の掲載は､彼らの来日公演の時期と連動している｡

また､光害夏禰｢舞踏靴　-FRENCHHEELS--スコ

ットの言葉-｣ (大正14 (1925)年5月)は､ ｢若く美し

き賓壕のバレリアナに送｣られた､英国のエドワード･

スコットの著作からの翻訳である｡

それから､新舞踊に関する記事は､大正期を通じ､非

常に多く掲載されている｡寺川信｢舞台舞踊と室内舞踊

一日本舞踊に就ての一考察-｣ (大正10 (1921)年6月)

の冒頭には｢将来の日本舞踊は如何にあるべきか､の問

題｣に基づくもので､藤蔭静枝の踊る《北州》 《保名》《越

後獅子≫についての感想を述べたものであるが､金健二

｢羽衣会を見て｣ (大正11 (1922)年4月)､坪内士行｢猿

之助の新舞踊｣ (同年8月)など､ほかにも宝塚内部の

人物による､外部の新舞踊作品に関する評論は多く､連

載｢頓珍閑話｣の作者･池田畑雄こと､小林一三も､連

載の中で､新舞踊についての考えや､外部の新舞踊作品

の感想･批評などを頻繁に述べている｡また､市川猿之

助｢新舞踊に対する私の態度｣ (大正11 (1922)年12月)､

戸揮信義｢新舞踊に就て｣ (大正12 (1923)年3月)な

どのそのほかの論考も多く､ ｢文牽諸家の新舞踊運動と

賓壕少女歌劇今昔観｣ (大正11 (1922)年6月)では､ ｢最

近の新舞踊運動に対する御高見｣と｢賓壌少女歌劇と現

在に就ての御感想｣に対する回答として諸氏が意見を述

べており､ ｢西洋音楽の伴奏で何故日本舞踊は揃はぬか｣

(大正15 (1926)年6月)は､丸尾長森が企画し､宝塚

内外の識者にアンケートをとったものである｡また､町

田博三｢｢春から秋へ｣から｢轟｣ -｣ (大正11 (1922)

年2月)は､ 『演蛮董報』誌掲載の批評の転載であり､

宝塚の外部でおこなわれた批評にも目を配っている｡

宝塚内部の作者による舞踊研究､論考も数多い｡楳茂

都陸平の｢日本舞踊の新機運｣ (大正10年(1921) 6

月)､ ｢『ナンバ』の踊｣ (同年5月)､ ｢田楽の解説｣ (大

正10 (1921)年8月)､阪東のしほの｢舞踊と劇｣ (大正
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12 (1923)年4月･ 5月)､坪内士行の｢ダンスの流行

について｣ (大正11 (1922)年3月)､ ｢デニスを観て日

本舞踊の長短所を思ふ｣ (大正14 (1925)年11月)など

がそうであり､また､丸尾長蘇｢古代填及希伯采の舞踊｣

(大正12 (1923)年10月)､ ｢美と哲理の国､希艦の古代

舞踊｣ (大正13 (1924)年1月)なども､研究的なもの

である｡

『歌劇』誌が､いかに､当時の内外の舞踊芸術に関す

る新しい情報を敏感にキャッチし､積極的に研究･議論

していたのかということが明らかであると思われるが､

大正期には､まだ舞踊専門誌自体がほとんどなく(4)､舞

踊に関連する記事は､文学雑誌や演劇雑誌､音楽雑誌等

に多く掲載されていた｡そうした時期､この大正期の『歌

劇』誌も､非常に先鋭的な舞踊研究の場の一つであった

といえるだろう｡

1.2　小林一三の｢歌劇｣思想における｢舞踊｣

このように､大正期の宝塚において､舞踊についての

積極的な紹介や議論がおこなわれていたのは､宝塚が､

単なる思いつきの娯楽興行としてだけではなく､創始

者･小林一三による､日本における新たな芸術形式の成

立､という目的のもとに存在していたからである｡まず､

当初､小林一三が､その｢歌劇｣思想のなかで､どのよ

うに｢舞踊｣を語っていたのかということを､みてみた

い｡以下は､大正3 (1914)年12月9日､大阪毎日新

聞に掲載された､小林一三談｢少女歌劇の趣旨｣のなか

の言説である｡

｢此の洋楽趣味に立脚した音楽と舞踊との連合し

た｢オペラ｣を世に紹介して社会の趣味的欠陥を補

ふと同時に､少年少女や､青年男女達に一種の情味

ある趣味的資料を提供しやうと考-たのが抑も歌劇

団組織の主意｣ (『賓壕少女歌劇二十年史』 ; 9)

つまり､当初の小林の表現では､ ｢洋楽趣味に立脚し

た音楽と舞踊との連合した｣ものが､ ｢オペラ｣であった｡

しかし､当初の宝塚で想定されていたこの｢洋楽趣味

に立脚した音楽と舞踊との連合した｢オペラ｣｣は､形

を変えていく｡阪田寛夫君『わが小林一三』では､当初

の宝塚を指揮した安藤弘と小林一三の対立について考察

しつつ､ ｢一三は一三で､安藤がともすれば少女歌劇に

男性を加えて､本格的なオペラの方向へ持って行きたが

る芸術志向をインテリの通弊と批判｣する｢｢歌劇｣観

の食い違い｣ (阪田1983;241)とし､ ｢十年前(引用註･

大正3 (1914)午)の新聞広告には､少女歌劇の文字に

わざわざ｢オペラ｣とルビをふり､ ｢洋楽趣味に立脚し

た音楽と舞踊との連合したオペラ｣を新時代の子女に提

供するのが歌劇団組織の主意だと言い切った一三が､大

正五年の安藤弘の辞職をきっかけにしたように､少女歌

劇を､　　　というより自分の意識を､一層現実的な方

向に切りかえた｣ (阪田1983;246　としている｡

当初の｢オペラ｣から移行したのちの､ ｢国劇｣とし

ての｢歌劇｣については､ ′ト林一三自身､大正12 (1923)

年に､著書『日本歌劇概論』にまとめている｡こうして

展開された｢歌劇｣思想については､渡辺裕氏が詳しく

研究されているが､ここでは､小林が舞踊についてどの

ように語っていたかに注目する｡まず､小林は､大正7

(1918)年､宝塚の現状の形式について､次のように語っ

ている｡ ｢ただ徒らに西洋の音律そのままの歌詞を､生

硬に､聴かせるといふやうな不自然なことを避けて､つ

とめて日本的に､学校で習った唱歌が仮りに槽書である

ものとすれば､これを軟く､行書､草書ぐらゐにくだい

て､親しみやすく唄はせる､直ちに共鳴し得る程度の歌

と西洋のダンスと､日本の踊りとの調和すべき一致点を

見逃さぬだけの注意が､あまりポロを出さなくて､巧み

に劇化｣されたもの｡そして､これを｢オペラとは言ひ

たくない｣､｢日本の歌劇と言ひませう｣と述べている(小

林1962 ; 14-15)｡

そして､小林一三は､ ｢日本の歌劇を創設する階梯と

して歌舞伎劇を歌劇化する｣ (小林1962 ;　と述べて

いるように､ ｢歌劇｣のベースに､ ｢旧劇｣ =歌舞伎を置

く｡そして､歌舞伎の｢長所｣として､ ｢(-)音楽に伴

ふこと(二)唄ひものに伴ふこと(≡)踊のあること(四)

セリフが一種の物語的なること(五)扮粧､動作及場面

が絵画的なること(六)二千五百年の長い歴史を材料と

すること､即ち世界が磨きこと(七)役者と観客と共通

して娯楽的雰囲気にあること｣ (小林1962 ; 6-7)を立て､

｢この七長所を活かして､現在の機運に適応し得る芸術｣

として､ ｢歌劇｣を構想している(小林1962; 7)｡ここ

では､西洋の形式としての｢オペラ｣が､ ｢唄と音楽と､

背景舞台等に重きを置くのみ｣であるのに対し､宝塚の

｢歌劇｣のベースとなるべき｢旧劇｣は､ ｢唄と音楽とは

これを利用するのみ｣で､ ｢劇の要素たる､筋書や､人

情や､舞踊や､絵画や､対話や､動作や､その他あらゆ

るものは､とても比較に出来ぬほど進歩してゐる｣と述

べられているので(小林1962; 7)､小林一三の｢歌劇｣

思想において､あらためて､ ｢舞踊｣は､ ｢唄｣や｢音楽｣

に従属するものとしてではなく､また､単なる｢洋楽趣

味｣を加味するものではなく､ ｢国劇｣としての｢歌劇｣

の一要素として､重要視されたのであろう｡小林のこの

｢歌劇｣思想は､新舞踊運動(5)の端緒ともされる坪内道

道の『新楽劇論』と､思想的な合致点も､見出せる(6)

では､上記のようなプロデューサー･小林一三の思想

のもと､より具体的に､宝塚において､どのような舞踊

活動がおこなわれていたのか､主な振付家に注目しつつ､

次章から考察していきたいと思う｡

2.主な振付家と､上演された舞踊

2.1西洋風の｢ダンス｣作品

『賓壕少女歌劇二十年史』に掲載されている上演年表

によれば､初期宝塚の公演においては､ ｢歌劇｣作品の

ほか､ ｢ダンス｣とされた作品の上演が目立つ｡第一回

公演には､ ｢歌劇｣ 《ドンブラコ》　と､ ｢喜歌劇｣ 《浮れ達

磨》のほか､ ｢ダンス｣ 《胡蝶≫(7)が上演されており､こ
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の《胡蝶》の作者は｢賓塚少女歌劇囲｣､作曲者は｢日

賀田蔓世吉｣とされている｡この第-回公演以後も､し

ばしば｢ダンス｣作品が上演されている(表2 ｢大正期

の諸作家の上演作品表｣参照(8)

『山容水態』誌の｢少女歌劇と婚礼博覧会｣号である

大正3 (1914)年4月号には､第-回公演のプログラム

や紹介､写真などが掲載されているが､プログラムは次

のようにある｡｢-　管弦合奏､二　唱歌､三　舞踏､

四　歌劇(-　ドンブラコ､二　歌遊び浮き達磨)｣｡

ここで｢舞踏｣とされた作品には､前述の《胡蝶》の

ほか､ 《白妙》 《女神の舞》 《花競べ≫ 《親しき友》 《故郷

の空浄 《磯千鳥》 《黄菊白菊≫の､計8作品があったよう

であるが､では､これらの｢舞踏｣-｢ダンス｣作品の内

容とは､一体どのようなものであったのだろうか｡同誌

掲載の作品紹介によれば､ 《親しき友》は､管弦合奏を

伴奏とし､また6人の出演者によって踊られるものであ

り､また《女神の舞≫は､ ｢透き通る様な百衣を着た八

人の少女｣が｢シンバルを鳴らして舞踊するもの｣であ

り､ ｢春日の韮女の神楽舞と云った状で､如何にも崇高

な感じを起す｣ようなものであった｡また､ 《胡蝶〉は､

｢白赤黄の三ツの蝶が花に狂うて遊び戯れ居るうちに遥

かに一天掻き曇りて雨さえ降り来りたれば､之れに悩め

る蝶は驚きて､百合と葵の花に宿りを求めLも､我が花

の色と同じき蝶は宿られじとて諾はず､さらばとて一人

宿りて何かせんと､蝶は嘆き悲むうち､忽ち風伯現ほれ

て､雨を払へば空は又もとの如く晴れ渡り､喋は欣々と

花に戯れ遊ぶ｣という粗筋があり､ ｢全体がお伽式で極

めて優美なる作だけに､一般の観客にも分り易｣いもの

であったという｡また､《胡蝶》は､阪田寛夫氏によると､

歌唱も含まれており､さらには帝劇で明治43 1910)年

に上演された同作品の楽譜を借りての上演だったという

ことである(阪田1983 : 170-174

この｢ダンス｣作品は､ ｢従来日本の舞踊に慣れた世

人の眼には､最も見新し｣い(前掲の『山容水態』誌､

｢少女歌劇と婚礼博覧会｣号)ダンスであったようであ

るが､踊りの部分に関しては､どのようなルーツを持つ

作品群であり､またどのように位置づけるべき作品なの

だろうか｡大正期の宝塚の作品には､ ｢作者｣としての

クレジットしか残されておらず､振付を誰がどの程度

おこなったのか､厳密にはわからないので､資料から推

測するほかないのだが､まず､ 『膏壕少女歌劇二十年史』

の上演年表によると､ ｢作者｣のクレジットは全て｢賓

壕少女歌劇圏｣となっている｡第-回公演が行われた大

正3 (1914)年4月から､初期の｢ダンス｣ノJ､品が上演

されている問に｢振付教師｣として在籍したのは高尾楓

蔭､久松-馨であったが､実は､この西洋風のダンスは､

清水谷高等女学校の中島という女性教師が振付けていた

ものだったようである｡楳茂都陸平が昭和6 (1931)年

2月号『歌劇』誌に書いている｢賓壕ダンスの横顔｣で

は､初期宝壕のダンスについての､次のような回想が

ある｡ ｢私が少女歌劇養成会(今の歌劇学校の前身)に

招かれた当時の生徒諸君のダンスは､今日小学校で行は

れる学芸会のダンスよりは､更に所謂モツサリしたもの

であった事だけはよく記憶してゐる｡名前からして一例

が｢胡蝶の舞｣ナンかと超モツサリの振ったものであっ

た｡清水谷女学の先生で中島某女といふのがその頃のダ

ンスの先生で､生徒達は和服袴の儀､クワドリール､ポ

ルカ､ランサーンス等と､至極上品なものを習ってゐた

棟だったが､それでも時々､石井漠氏が臨時に公演の中

のダンスの-とクサリを教-に来られた事も度々あった

やうに覚えてゐる｣｡ちなみに､石井漠は､宝塚の内部

刊行物にはそのような記載はないが､石井漠研究による

と､新劇場で舞踊詩を上演したのち､声楽教育･作曲を

担当した原田潤に誘われ､大正5 (1916)年頃から大正

6 (1917　年まで宝塚に在籍していたということである

(石井1994 ; 121-123)｡

こうした初期宝塚における､余興的なダンス作品は､

まだ､小林一三の思想における｢オペラ｣が｢歌劇｣思

想に展開する以前の宝塚で生まれた､ ｢洋楽趣味｣を加

味する舞踊活動であると捉えられ､また､こうした､目

玉である｢歌劇｣作品の間に､オーケストラや合唱､ダ

ンスの小品を挟む番組編成は､当初の帝劇でもおこなわ

れているので(9)､帝劇に想を得たものだとも考えられ

争0

2.2 ｢歌劇｣作品のなかでの新舞踊の試み

2-2-1久松-馨(1874-1943

前述したように､小林一三が宝塚の理想としておいた

形式は､ ｢オペラ｣から｢歌劇｣に移行していく｡小林

一三の｢歌劇｣思想のもとで､ ｢伝統｣としての旧来の

日本舞踊を脱却して､新しい舞踊表現の形式を意識的に

構築しようとした人物として､久松一撃と楳茂都陸平が

挙げられる｡

久松-馨は､大正2　1913　年11月､つまり､ほと

んど宝塚の当初より､ ｢振付教師｣として宝塚に招かれ

ている｡水木流の家元でもあった久松は､浅草に生まれ

育ち､ 18歳の頃まで三味線･舞踊を習い､のち教師や記

者などしつつ､日本舞踊革新論､演劇新演出論を高唱し

て文士劇やお伽劇団を組織したり､また活動写真の脚本

を書くなどしているうち､高尾楓蔭に誘われて宝壕に入

団したということだ(渡辺1999;195　および､ 『宝壕歌

劇五十年史』 1964 ; 13ト132)c

久松は､ 『山容水態』誌大正4 (1915)年3月号に､

｢歌劇と日本舞踊　東西舞踊の融合策｣を発表し､ここ

で､ ｢日本舞踊の革新｣を唱えている｡ここで述べられ

ている久松の｢東西舞踊の融合｣および｢日本舞踊の革

新｣とは､まず､ ｢西洋の楽譜に日本の舞踊を充填て其

合致点を見出す｣､つまり､ ｢日本舞を或る程度まで､西

洋音楽に結びつける｣ということが主目的とされたもの

であった｡この久松は､楳茂都陸平や岸田辰弼が人気を

集める前の､大正中期までの宝塚における主要な｢歌劇｣

作家であった｡

久松の振付は､作曲家の安藤弘と､前述した､当初の

｢ダンス担任｣だった女学校教諭の中島という女性に助
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言を受けつつ､次のようにおこなわれたという｡まず､

｢東西舞踊｣の違いとは､上半身/脚部の動きに在り､

前者が｢発達｣したのが｢日本舞踊｣である｡なので､｢試

みに日本舞踊家をして裸体のまゝ､若しくは四肢に密着

したダンス服で舞はしたならば､日本舞踊を推賞する

事に固執する我々でさ-噴飯を禁じ得ぬであらう｣｡そ

こで久松は､ ｢出来得る限り従来の型や約束を破壊して､

何等の輪郭をも設けず縦横に潤歩せしめ｣る方法を採っ

た｡具体的には､新作の｢歌劇｣の中で舞踊を加える箇

所に､曲に合う｢従来の日本舞踊｣の振りを何種類か考

え､これを久松がまず踊ってみせる｡そして､その中で､

生徒の気に入った振りを一つ選ばせ､これを｢一生徒を

して直ちに踊らせて見る｣｡すると､ ｢素より日本舞踊の

素養に乏しい生徒は､勝手な､自由な､我儀な､奔放な､

何等の拘束も何等の約束もない手振足振をする｣｡そし

て､これを｢基礎として｣､ ｢日本舞踊らしい形をつけて

順に運んで｣いったということである｡

動きの｢約束｣から自由になり新しい動きを創造す

る､という方向性は､大正7 (1918)年8月15日号『歌

劇』誌掲載の｢日本舞踊の謀反人｣においても､久松は

繰り返し述べる｡ ｢第-に在来の舞踊家が､犯す可から

ざるものとして第一義に置く約束を､或程度まで破壊し

舞踊の輪郭から跳ね出さなくてはならない､而して踊る

ものゝの形の巧拙は二段にして生々した心を養ひたい｣｡

これは､ ｢云ひ換れば｣､ ｢形よりは心で踊せたい､春を

唱ふ時は春らしい気分を､秋の歌詞に対しては秋らしい

心持で｣踊る､ということであった｡

久松一挙の｢歌劇｣作品の脚本を読むと,その作品に

は舞踊のほか､独唱や合唱も含まれていたが､その舞踊

の試みに注目した批評は存在した｡例えば､松本幸四

郎は､大正5 1916)年10月､次のように批評してい

る｡ ｢東京の帝劇で時々開漬します歌劇よりも立勝って

居る点は､帝劇のは何処までも西洋の作曲のま､で､日

本語に剥訳した歌詞を唄ってやるのですから生硬を免れ

ませぬけれど､賓壕のは作曲も歌詞も純日本式の創作で

すから非常に板に合って居ますし､板も亦腰から下の進

動(ママ)はオーケストラの西洋楽に巧く合ひ､腰から

上の運動は日本の舞踊を器用に取入れて此二つが目立た

ないやうに混和されてあるのは実に関心です｣ (『賓壕少

女歌劇二十年史』;15｡また､ 『新演聾』は､久松の大

正4 1915)年10月初演の作品《三人漁師≫について､

次のように述べた｡ ｢私は此の種のもので感心したのは

｢三人猟師｣であった｡ (略)ことに振付の巧妙な点が愉

快であった｡日本の舞踊をかく迄西洋風の形式に旋律化

し得た事はこれからの日本の舞踊に対する一つのよい暗

示である｡ことにそれに合す西洋音楽の旋律が在来の長

唄なり常磐津なりの単調な曲折に比してより節度的であ

り､より複合的である事が徒らに間のびがしてそれを埋

め合はす為めに故意な技巧に陥りやすい従来の日本の舞

踊の悪弊を打破してゐる｡唯､慾を言-ば更にこの態度

を進めて在来の日本舞踊の徒らに手首の運動のみに賜蹄

する技巧を矯めて､もつと大きい情緒をもつと大きい体

躯の運動に表はすやうになったら尚よいと恩ふ｣ (『宮坂

少女歌劇二十年史』 ; 25-30)c

この頃は､まだ｢新舞踊｣という言葉で久松の作品が

評価されたわけではなかったが､こうした､新舞踊運動

の先駆といえるべき活動を､久松一挙が宝塚でおこなっ

ていたということは､注目すべき事実であるだろう｡久

松自身も､大正9 (1920)年6月『歌劇』誌掲載の｢舞

踊の新大道(賓壕少女歌劇圏が先づ開拓の第-鍬を下し

た)｣において､ ｢若し行き詰った旧日本舞踊から何もの

かが産せられるとすれば､夫は賓壕少女歌劇圏が開拓の

第-鍬を下した舞踊の新大道でなければならぬ｣と､自

任していた｡

2-2-2　楳茂都陸平(1897-1985

前項の久松とともに､新舞踊的な動きを主に担ったの

が､楳茂都陸平である｡上方舞踊の楳茂都流の三代目と

して生まれた楳茂都陸平は､大正6 (1917)年7月に宝

塚に入団し､ ｢和洋舞踊｣の教育を担当し､また作品を

発表していく｡楳茂都に関しては､桑原和美氏の研究に

詳細であるが､ここでは､作品をとりまく言説にも注目

し､追ってみたい｡

楳茂都は､著書において､自身の初期である大正6､

7 (1917､ 8)年頃の活動について､ ｢私の新舞踊のた

めの胎動期｣ (楳茂都1958;58　と位置づけている｡新

舞踊の傑作の一つとされる｢舞踊｣作品《春から秋へ》

の上演は大正10 (1921)年3月20日-5月20日であるが､

それ以前は､やはり久松と同じように､ ｢歌劇｣作品を

書き､その中で､舞踊の試みをおこなっていた｡

大正6 (1917)年10月20日-11月30日上演の作品

《屋島物語》は､楳茂都の後年の回想によると､ ｢長唄の

｢八島官女｣にヒントを得｣､ ｢この中で､海女や漁師の

群舞を入れ､この群舞に私の野心的な意図を生かそうと

し､伴奏音楽も西洋音楽のオーケストラを用い｣た作品

であった(楳茂都1958 :56)c　しかし､ ｢西洋音楽の中で

日本舞踊のテクニックを完全に消化しきれませんでした

ので､自分でもこれが成功したとは決して思え｣なかっ

た(楳茂都1958;56)｡つまり､ 《春から秋へ≫を発表す

る前に､すでに｢群舞｣の使用を試みていた｡

続く､大正7 (1918　年3月20日-5月20日上演作

品《羅浮仙》　では､第二場を｢完全に舞踊のみで終始

した場面｣とした｡この第二場の場面の構想は､ ｢中国

の羅浮の故実から採って､梅の花を中心とした鷺の群

舞｣であり､この群舞を試みるために､作曲家･原田潤

に､ ｢晴の中にほのかに梅の香のただようような､余韻

のあるシンフォニー｣の作曲を依頼した｡この作品につ

いて､楳茂都は｢｢羅浮仙｣はさきの｢屋島物語｣の失

敗から勉強してこの当時の私としては一応できるだけの

努力を重ね慎重に考えもしましたから､新舞踊として成

功したものと､自負｣した｡しかし､ ｢私が発表したの

はまだ大正七年ごろ､しかも関西の地でありましたから､

私のこの試みが舞踊界にどれだけの刺激を与えたかと言

えば全く自信がありません｣としている(楳茂都1958;
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56-58) ｡

大正7 (1918)年8月15日号『歌劇』誌掲載の鈴木

賢之進｢傾聴すべき真面目の批評　帝劇に於ける宮家の

歌劇を観て｣の批評では､この第2場について､次のよ

うに許してある｡

｢ダークチエンデで第二場の梅林に移る｡藤色のファ

ンタジックな光線の中で皆んなが西洋の舞踊を演出す

る｡さうしてミュージックもだいぶ山田耕作氏の或る

調子のやうに可成りに日本的音調を基礎にした単音の旋

律を使用して純粋に情緒を語らうとして居る｡然しなが

ら例へば音楽の作品的価値を全然是認したと仮定したに

しろ音楽と舞踊とは驚くべき程調和して居ない｡抑々舞

踊劇に於て音楽は意志であり舞踊は其意志の完全な象徴

でなければならない｡然るにピアノが或る一つのフレー

ズを弾奏した時に舞踊者は其れに間に合はず悲惨な慌て

方をして無意義な振附を創る｡否彼等は単に科学的に動

くのみである｡さうして日本の舞踊の空虚な振附が斎し

た弛緩な運動の悪癖を抜けきらないきさな様態を何等の

必然性もなく控遺しあまつさへ其のポーズなどに至ると

最も重大たるべき｢抑圧せられたるリズム｣即ち潜在的

爆発性を全然表顕して居ない｡実に内容を無視する事を

正当とするとも猶其の形式だけでも目茶苦茶なものであ

る｡亦レストに於て其の舞踊者にレストを導いた前奏の

旋律が把握されて居ない為にリズムのない運動を平気で

抑揚する0第-彼等の技術の定度(ママ)に於て作曲に

対するあの振附の運動はテムポが早過ぎる｡其れが為に

未熟な彼等にはリズムを理解する処の単なる機械的なテ

ムポさへ合はせる事が出来ないのである｡実に霊のない

人間が非芸術的な形而下的実在として運動して居るのみ

である｡先づ此の試みは根本的に間違って居る｡もしも

原臣民が将来舞踊を創造したいと欲するなれば氏は氏自

身舞踊と音楽との関係を正確に考慮し其絶対の原則把を

掴しなければならない｡さうして其後に於て初て彼等舞

踏者の教授者となり得るのである｣｡

決して高評価ではないが､楳茂都のこの第二場は､ ｢西

洋の舞踊｣として捉えられている｡また､この作品が｢芸

術｣なのか否かということが議論されていることに､こ

こでは注目したい｡

こうした試みをおこなったのち､楳茂都がさらなる野

心作として送り出したのが､名高い新舞踊作品《春から

秋へ≫であったが､上記のように､楳茂都のそれ以前の

｢歌劇｣作品のなかでも､この新舞踊と同様の試みはお

こなわれていたのである｡

こうした楳茂都陸平の作品は､久松-聾が､ ｢出来得

る限り従来の型や約束を破壊｣することを目指して､主

に､日本舞踊をあまり学んでいない者の､ある種即興的

な動きを取り入れることで｢東西舞踊の融合｣ ｢日本舞

踊の革新｣を試みたのに対し､書物や舞踊経験者から｢西

洋舞踊のテクニック｣を理論的に研究し､自覚を持って

採り入れた点が異なっていると言える(10)｡楳茂都陸平

は､大正9 (1920)年6月16日号『歌劇』誌掲載｢ピ

アノで日本舞踊のお稽古｣で､西洋音楽を理解するため､

ピアノを使用して日本舞踊の稽古をしたことについて書

いている｡ここでは楳茂都は､ ｢西洋舞踊は西洋舞踊日

本舞踊は日本舞踊と個々に並べて置いて而も尤も相接近

させて指す可き方向を誤らぬ様に置く一例-ば坂道に敷

かれたる二本のレールの軌道の上に一輪車を置く様に此

二つを置きたい而して｢行きつく所まで｣この二つの一

輪車を守り立てゝやってみたい｣とし､ ｢西洋舞踊｣と

｢日本舞踊｣とに､同程度に価値を置いている｡

楳茂都陸平は､当時の舞踊家としては特筆するに価す

る程､非常に理論的･研究的態度を持っていた人物で

あったように捉えられる｡大正13 (1924)年7月号『歌

劇』誌掲載の､楳茂都の｢流行性舞踊熟｣は､藤蔭静枝､

花柳寿輔をのぞいた｢日本舞踊の専門家｣を批判したも

のだが､ここで楳茂都は､ ｢日本舞踊特有の魂(伝統的

に因襲したる型ではない)を腹の底にシソカリと畳み込

んで置いてもつと大きく眼を開いて世界各国のあらゆる

舞踊を見渡す事だ｣と述べている｡また､楳茂都の特徴

は､舞台形式としてだけではなく､踊り･動き･身体性

そのものの理論に関心を持っていた点である｡楳茂都は

『歌劇』誌において数多くの舞踊研究を掲載しているが､

大正10(1921)年5月｢『ナンバ』の踊｣は､ ｢身体｣の｢振

り｣の面から､日本舞踊の世界で研究･議論することの

必要性を説いたもので､また､同年6月号の｢日本舞踊

の新機運｣では､ダルクローズの教授法について､ ｢先

づ人体生理から始めて､音楽舞踊､体操､絵画等に亘る

基本智識を充分に敦-ると､勢ひ全生徒は能力も殆ど平

均せられ一様にその行動なり言葉なり形なりが音楽的に

舞踊的に所謂芸術的になって来ると謂ほれてゐる｣とし

て触れ､ ｢時代錯誤の教え方｣を打破し､ ｢教へる方も習

ふ方も共に研究して行かねばなるまい｣としている｡楳

茂都は､この後も､西洋舞踊の技術の基礎や理論を取り

入れるという路線を推し進め､昭和期には渡欧してノイ

エ･タンツを学び､さらに『歌劇』誌において､リトミッ

ク､ラパン､ヴイグマン等の紹介を盛んにおこなってい

る｡ 1958年に出版された『舞踊-の招待』では､日本舞

踊と西洋舞踊の両方を学んだ上で構築した､集大成とも

いうべき､自身の舞踊理論を著している｡

2-2-3　坪内士行(1887-1986)

遭迄の養子であり､舞踊についてもよく通じていた坪

内士行が宝塚に招かれていることも､宝塚と新舞踊運動

とを結びつけることのできる一つの史実といえるかもし

れ>4い､､

坪内士行は､大正7 (1918)年9月､ ｢顧問｣として

宝塚に入団しているが､士行は､作品作家としてよりも

むしろ､宮坂少女歌劇国全体の方向性､あるいは日本劇

界のなかでの位置づけを総合的に指揮すべき立場を期待

されていた｡士行は､大正　1919　年､男性を加えて

より本格的な｢歌劇｣を目指そうと､宝塚専科が設けら

れたが､これを指揮する目的で宝塚に招碍されている｡
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しかし､士行が宝塚に招かれた際､舞踊面においても

その仕事は期待された｡たとえば､大正7 (1918)年11

月3日号の『歌劇』誌掲載の匿名の座談会｢歌劇妄評｣

では､同年7月20日-8月31日公演の｢歌劇｣作品《ク

レオパトラ≫ (小林一三作､高木和夫作曲)で踊られた

｢洋風の舞踏｣について､ ｢H｣なる人物が次のように批

判した｡ ｢･-曲に合せて無闇に腕を上げて足でくるくる

廻りさへすれば舞踏になっているつもり(ではまさかな

からうけれど)舞踏はそれ程偶発的な牽術ぢやない筈だ｡

舞踏家の芸術上の使命は美的姿勢を創出するところにあ

るのぢやなからうか｡彼の舞踏の連続した瞬間の姿態そ

のものが意味ある生命の象徴でなけらねばならないのだ

(ママ)｡スタイル(様式)を離れて舞踏は成立しない｡

とにかく簡単に考へて見たところで､も少し美的でなけ

ればだめだ｣｡ちなみに､この作品の舞踊部分は楳茂都

陸平の振付であり､ ｢バッカスの群舞｣を｢西洋のカツ

ポレ式に振附した｣ものであったが(楳茂都陸平｢賓壕

ダンスの横顔｣ (昭和6 (1931)年2月号『歌劇』誌掲

戟))､この｢H｣の批判を受け､ ｢K｣は､ ｢洋風の舞踏

には研究の余地十分ありだ｡大いに坪内さんの指導を仰

ぐ訳だね｣｡そして､｢H｣も｢さうだ｡よくしてほしいね｣

と同調している｡また､もともと士行は幼少の頃より養

父･坪内遣迄に剣舞･日本舞踊を仕込まれ､早稲田大学

卒業時には卒業論文として舞踊論を著す｡その後アメリ

カ､イギリスに滞在した際､アンナ･パブロヴァなどの

西洋の舞踊を多く観ており､また『舞踊及歌劇大観』や

『ダンス通』など､舞踊に関する著書もある｡

実際､坪内士行が宝壕で発表した作品には､ ｢舞踊劇｣

も多く､大正12 (1923)年7月10日-8月19日上演の

《川霧》はフル･オーケストラによる｢舞踊劇｣であり､

｢新舞踊として上出来々々々｣ (大正12 (1913)年8月号

『歌劇』掲載､大菊福左衛門｢歌劇場の客席より｣)と許

された｡また､大正15 1926　年2月1日-2月28日

上演の｢舞踊｣作品《幻》は､ 『賓壕少女歌劇二十年史』

においては､作者が｢賓壕少女歌劇圏｣となっているが､

実は士行が｢帝劇で高田雅夫君の演出された光りと影の

舞踊｣を観､ ｢かねて欧米のボード井や　ルなどで上演せ

られてゐた物の輸入でせうが､賓塚に持って来いの軽い

味｣だと考えて発案した作品であった｡士行は､ ｢漫然

と違った場面を並べ｣ていた元の作品のようではなく､

｢谷崎潤一郎君の｢鷺姫｣からヒントをえて､老境の人

の若さにあこがれる心とでも云った主題を一貫させ｣､

振付は､ ｢元禄踊り式｣の部分は藤間小勘､ほかの部分

は白井戴造､音楽は須藤五郎､また背景や照明は田中良

が担当し､士行は｢何と云っても田中良氏にお願ひした

梅から桜へ背景が自然に変る手際や､露の光線が劇場内

八方に飛ぶ美しさや､色眼鏡で見る影絵の浮き出しなど

が興味の中心で､テーマなどはこの次ぎとして､愉快に

見て下されば関係者一同本懐これに過ぎません｣といっ

ている(大正15 (1926)年2月号『歌劇』誌掲載､ ｢作

者の話｣内､坪内士行｢｢幻｣の種明し｣)0

また､士行は､ 『歌劇』誌に､舞踊記事も多く執筆し

た(巻末の表｢『歌劇』掲載の舞踊関係記事｣も参照)0 ｢猿

之助の新舞踊｣ (大正11 (1922)年8月)､ ｢春秋座の｢晶｣

に対する合評｣ (大正11 (1922)年12月)では新舞踊に

ついて､また｢蛮術としての舞踊｣同年11月)､ ｢デニ

スを観て日本舞踊の長短所を思ふ｣ (大正14 (1925)午

11月)では､明治末期にすでにアメリカ･イギリスで観

ていたアンナ･パブロヴァ､ルース･セント･デニスに

ついての評論を著し､このほか､ ｢ダンスの流行につい

て｣ (大正11 (1922)年3月)では､遣蓮やダルクロー

ズの舞踊論を紹介しながら､社交ダンスの流行の是非に

ついて論考している｡つまり､坪内士行は､宝塚関係者

および観客層の舞踊への視野を広げ､見識を深める役割

をも担っていたといえるだろう｡

2.3　西洋物｢歌劇｣における舞踊

2-311岸田辰弓爾(1892-1944)

岸田辰鋼が宝塚に招かれたのは､大正　(1919　年6

月であった｡宝壕において岸田が受け持ったのは､主に､

西洋の衣裳を着け､西洋名の人物が登場する､西洋物の

｢歌劇｣作品であった｡

岸田は元々､新劇団とりで社で活動したのち､帝劇で

ローシーに歌唱とバレエを学んでいた｡その後､大正4

(1915)年､日本で最初にトウダンス(ll)､つまりバレエ

の動きを踊ったとされている高木徳子と伊庭孝が主催す

る歌舞劇協会において､浅草で活動した｡歌舞劇協会は､

当初外国の人物と外国を舞台にしたミュージカル･コメ

ディを上演し､のち《カルメン》などのオペラを上演し

たが､岸田はこれらに出演しながら､オペラ作品を作っ

てもいた｡また､大正7 (1918)年には､自身でローヤ

ル館においてセントラル･オペラ圏を主催している｡

岸田は､宝塚にバレエの技術を､初めて明確に採り入

れている｡楳茂都陸平著の｢賓塚ダンスの横顔｣ (昭和

6 (1931)年2月号『歌劇』誌掲載)によれば､当初は

｢エレン･テリーの｢ルツシャン･バレー｣の中でもト

ウの事があり､挿絵にもシルフィーデのトウ･ダンスの

画なんかゝヾ　あった｣が､ ｢サツパリ合点が行かなかっ

た｣楳茂都が｢和洋舞踊｣を教えていたが､そこ-岸田

が来て｢初めて｣ダンスの基本練習がおこなわれるよう

になったことが､述べられている｡練習の内容は､ ｢タ

イツ､トウシュウス､コルセット等と耳新らしい言葉を

聞き乍ら､焼失前の振附の教室に於て､生徒諸君が白の

ユニフォームで片手に親切の木柵(バア)を纏って､グ

リサ-デ､パテマン､ロンドジァム等｣をおこなうもの

であったということである(12)

『歌劇』誌から公演情報を追うと､岸田は､大正9

(1920)年3月20日-5月20日上演の｢歌劇｣ 《毒の花

園≫で､初めてトウダンスを舞台にもたらしている｡白

井銭道は次のように回想している｡ ｢宝塚で､トウダン

スというものは岸田先生が｢毒の花園｣で初めて踊らせ

たもので､当時の宝塚フアンをアッと言わせた｣ (白井

1967;35)<　同年6月16日号の『歌劇』掲載の投書欄｢高

声低声｣に作品の反響を見てみると､ ｢御出子生｣なる
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人物は｢｢毒の花園｣の篠原の踊りなどはえらい興ざま

Lだったトーダンスもあまり感心しなかった｣とし､一

方､ ｢三村君雄｣は｢蝶の精の舞踏の美くしさ､又夜の

精に扮した二人のトーダンス御見事々々々｣としており､

当初は賛否両論であったが､しかし､岸田の始めたトウ

ダンスは､次第に､宝塚における確固たる一分野､特

質として定着していく｡大正9 (1920)年10月20日-

11月30日上演の｢舞踊劇｣作品《月光曲≫　について､

1921 (大正10)年1月号『歌劇』 ｢高声低声｣欄をみる

と､ ｢大:象翠浪｣は｢月光曲､舞踊と云ふだけ　美くし

いと思ったのみ､天野香久子一度びトウダンサーとして

名をなせLより新進のトウダンシングガールが大層多く

なったのは嬉ばしい事だ｣とし､ ｢きくを｣は｢ラスト

の月光曲岸田先生快心の作だけあって中々よいもので御

座る､喋の精二人とも非常によかった､トウはだんだん

うまくなってゆく天野､淡島､巽､奈良､泉の五人もト

ウで立てるものがあるので岸田先生さぞかし御満足で御

座らう｣としており､トウダンスの進歩は喜ばしく受け

入れられている｡さらに､大正10 (1921)年7月号『歌

劇』誌掲載､室津米美｢(≡)淡島千鳥の君へ｣ (記事

｢公開状｣の内の-篇)においては､ ｢新進の花形として､

トーダンスの名手として且叉真撃な努力の人として盆未

来を嘱目せらるゝに至づた(ママ)貴女｣､ ｢私は断言し

ます､貴女は矢張ト-ダンサーとして宝塚第一です｣な

どとある｡つまり､宝塚の団員が､ ｢トウダンサー｣と

しての位置づけで許されるようにまでなっており､岸田

の始めたトウダンスが､宝塚の一分野として定着するよ

うになったことの表れである｡

また､岸田はこのバレエ及びトウダンスのほか､大正

ll (1922)年5月1日-31日の｢歌劇｣作品《シヤクン

タラ姫≫､大正12 (1923)年7月10日-8月19日の｢歌

劇｣作品《ド-バンの首》ではオリエンタルなダンス､

また大正11 (1922)年11月1日-30日の｢喜歌劇｣ 《ジ

ユリヤの結婚》､および大正13 (1924)年7月1日-30

日の｢喜歌劇｣作品《ほんもの≫ではスパニッシュダン

ス､というように､多彩な舞踊を作品中に採り入れ､注

目された｡

こうした岸田の採りいれたトウダンスや､外国の民族

舞踊は､浅草で多く踊られたものであった(13) 『歌劇』

誌の反応をみても､こうした岸田作品を｢浅草式｣のも

のであるとする認識は少なくない｡大正10 (1921)年5

月1日号『歌劇』掲載の｢高声低声｣では､ ｢大助｣な

る人物が擁護論をとなえており､ ｢岸田様いつもあなた

の作られたのは誠に結構です少数の人は浅草式だとか云

ってくさゝれますが安心なさい大部分はあなたのを目的

にして見に行かれるのですからしかし今度のは感心出来

ませんだらだら長い計りで失望しました低級でも何でも

かまいませんからいつもの様な面白いのを願ひ升｣とし

ている｡

岸田辰洞の､こうした､帝劇オペラ､浅草オペラを経

験してきたという来歴や､岸田辰緬の上漬した｢浅草式｣

と許されるような西洋ものの｢歌劇｣および｢舞踊｣作

品は､小林一三の｢歌劇｣思想や､久松一挙､楳茂都陸

平らの新舞踊的な活動とは､相容れないもののようにも

捉えられる｡しかし､岸田辰緬が招かれたのは､大正8

1919)年6月であり､すでに小林一三が､自身の｢歌

劇｣思想を展開させていた時期である｡宝塚における岸

田の存在は､プロデューサー･小林一三にとっては､宝

塚が将来どういう形式をやっていくべきかを模索するた

めの､また､将来目指すための｢国劇｣に取り入れるべ

き西洋的要素について考えるための､試みの一端という

位置づけだったに違いない｡

2-3-2　白井銭造(1900-1983)

この､岸田の西洋物路線を引き継いだ人物が､弟子で

あった白井戴道で､白井はもともとダンサー志望だった

こともあり､作品は､よりバレエ的なものを目指してい

たようである｡白井は､当初は歌唱を学び､岸田ととも

に浅草で活動したのち､当初は宝塚専科の二期生として

入団している｡しかし､ダンサーになりたかった白井

は､宝塚専科解散後､一時退団し､松旭斉天華一座へ入

団､旅興行で活動しながら､帝劇二期生の石井行康から

バレエの基本の教えを受ける｡大正10 1921年に岸田

のバレエレッスンの助手として宝塚に再入団すると､岸

田作品､久松作品の振付や､バレエレッスンを担当する

ようになり､自身も｢歌劇｣作品を手がけることとなっ

たが､大正11 (1922　年､ロシア人バレエ教師･ルイ

ジンスキーが宝塚に招かれると､アシスタントをしなが

ら､ルイジンスキーからバレエをさらに学んでいる(白

井1967)c

白井が初めて脚本を書いて上演したという､大正11

1922　年7月15日-8月20日上演の｢お伽歌劇｣《金

の羽》　は､ ｢ロシアバレエの｢火の鳥｣とグレゴリイ夫

人の｢金の林檎｣を一緒にしたような話にこしらえたも

の｣であり､これは､ ｢バレエを見せるための脚本｣で､

｢私は作品をこしらえる時に､まず踊りから入っていっ

た｡まずやりたいバレエのシーンを考え､それを生か

す本を作った｡だから私の作品は踊りを見せるという目

的があったために､脚本がつまらなくても､舞台に上

演されたら見られるものになった｡ (略)だから｢金の

羽｣は踊りの場面が沢山あって､小品だけれども今のレ

ビュー的な派手な椅麗に見えるものだったためか､小林

先生からお賞めの言葉をもらった｣ (白井1967I43-44)

と語っている｡大正13 (1924　年11月1日-30日上演

の｢お伽歌劇｣作品《エミリーの嘆き≫では､オリエン

タルダンス､チャイナガールの踊り､ジャズなどが踊ら

れた｡また､白井は､大正12 1923　年1月17日にお

こなわれた､ 『歌劇』誌の愛読者大会という特別なイベ

ントの際､自作の舞踊作品《春》　を､宝塚の団員の少女

達と共に舞台で踊っており､同年『歌劇』誌3月号掲載

の舞台写真では､少女達の群舞の中心で白井が主役と思

われる女性をリフトしており､バレエの古典作品の一場

面そのもののような印象を受ける｡
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2-3-3　外国人バレエ教師

さらには､岸田･白井を招いたのち､宝塚は､外国人

バレエ教師をも雇っている｡白井がバレエを師事したロ

シア人教師･ルイジンスキーは､大正12 (1923)年3

月､宝塚に招かれている｡大正12 1923)年4月号『歌

劇』誌掲載の記事｢露国一流の舞踊家ルイジンスキー氏

を我が賓壕少女歌劇圏に迎へて｣によると､ルイジンス

キーはポーランド生まれで､ペトログラードの帝室舞踊

学校出身の､アンナ･パブロヴァの同期生､またニジン

スキーの教師であった人物で､ロシアの舞踊界では｢一

流の人物を以て目されてゐる大家｣であったというが､

ロシア革命の影響で来日していた｡

ルイジンスキーは､バレエの授業を担当するほか､岸

田作品の舞踊部分を振付していたということだが､自身

も｢バレー｣作品を上潰した｡ただし､舞台評をみてみ

ると､ルイジンスキーの上演した作品は｢バレー｣と銘

打たれていたが､ロシア古典バレエの形式を持ったもの

ではなく､ショー､レヴュー的な作品だったようである｡

大正12 (1923)年9月25日-10月24日上演の｢バレー｣

《コスモポリタン》は､｢純クラシック･バレエではなく､

世界各国のナショナルダンスを集めた｣ものであり(白

井1967;50)､この形式は､同年11月号『歌劇』誌掲載

の｢高声低声｣欄では､｢向日葵｣なる人物によって､｢そ

う新らしいものでも変った物でもない｡金龍館の二の舞

見たいなものを麗々しくコスモポリタンと奉ってあるぼ

かしだ｣とされ､ここでも｢浅草式｣の見方をされてい

ることがわかる｡しかし､同記事において､ ｢しげみ｣

なる人物は､ ｢この｢コスモポリタン｣は賓嫁歌劇史上

特筆大書さるべきもので､近頃行きつまりの感あらしめ

た賓壕のダンスに新生面を開いて呉れたものである｣と

の展望をしている｡

また､続く大正13 (1924　年1月1日-31日上演の｢バ

レー｣作品《リーラ号の難破》ではルイジンスキーは編曲

も担当し､同年2月号『歌劇』誌掲載の阿古津木太の批

評｢音楽悪口記｣では､ ｢はきよせの如く､世界ありった

け各種各様雑多の音楽を摘み上げて来て無暗と並べ立て

たその根気のよさにほとほと感心したのである｡驚き入

ったものである｡非芸術的なるものの斯くまで集められた

ことには尚更-Lは驚き入った次第である｣と述べられ

ており､やはりショー的な作品であるように推測される｡

しかし､このように精力的に創作活動をおこなってい

た､ルイジンスキーは､大正14(1925　年3月に病死

してしまう｡こののち､さらに､エレナ･オソフスカヤ

という女性教師が宝塚に来任する｡オソフスカヤは､大

正14 (1925)年11月号『歌劇』誌掲載の｢賓壕便り｣､

および､白井戴道の著書によると､ロシア帝室舞踊団の

元ダンサーであり､プレブラヤンスカ夫人の高弟､また

チェケッティの直弟子でもあり､来日前はハルビンで5

年間バレエを教えていたということである｡

オソフスカヤが手がけた大正期の作品は､大正15

(1926)年11月1日-30日上演の｢バレー｣作品《イゴー

ル公≫である｡ポロデインの同名オペラは1890年初演
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だが､バレエ･リュスが1909年､このオペラの中のバ

レエ場面をもとにした作品をフォーキンが振付し､評判

になった作品でもある｡同年11月号『歌劇』誌掲載の

広告には､ ｢これだけの規模と音楽とダンサーは日本で

はありません｡ (略)露語の原作から直接翻訳された大

毎記者東氏､原曲に邦訳を編入され､合せて音楽指揮に

当られた竹内先生､オソフスカヤ夫人の助手として日本

語も英語もわからない夫人と､生徒の間にあって振付一

切の世話をして下さった出口秀子先生､練習二ケ月､よ

く世界的ダンスに熟練された生徒諸氏に感謝の言葉もあ

りません｣とあり､かなりの力作としてアピールしている｡

『歌劇』誌でのこの作品-の反響をみると､賛否両論

である｡大正15 (1926)年12月号掲載の大菊福左衛門

｢大劇場の客席より｣では､ ｢｢イゴル公は何にもわざわ

ざ賓壕に侯たざるを得ざるものではないやうである｡宮

坂にはもつと別な､賓壕でなければならないものがある

筈である｡何にもあんなに大騒ぎをして沢山の踊子を舞

台へ並べたゝや　けの効果のないのは残念である､衣裳に

要せる浪費が勿体ないと思ふ｣とある｡同号掲載の｢高

声低声｣欄では､ ｢秋露生｣なる人物が｢何んだか汚い

気拝のする踊りですネ｣とまで言っているが､ ｢ぜい六｣

なる人物によっては､ ｢賑やかできれいやったのんはイ

ゴル公だけや｡ (略)これからもオソフスカヤさんのダ

ンス､ときどき出して欲しうおまんな｣と感想を述べて

いる(14)｡彼らの｢バレー｣作品は､宝塚に新風を吹き込

むものであったが､この頃になると､ ｢賓塚でなければ

ならないもの｣の保守のもと､新しい試みが､フアンに

とっては受け入れられない場合も起こってきていること

がわかる｡

結

大正期の舞踊の近代化の流れの中での宝塚

これまで､大正期の宝塚という存在が､舞踊史の流れ

の中でどのように位置づけられるべき存在なのか､とい

う問題意識のもと､大正期の宝塚において行われた舞踊

活動を捉え直してきた｡大正期の宝塚という存在は､小

林一三というプロデューサーの｢オペラ｣及び｢歌劇｣

思想のもと､様々な新しい舞踊の流れをキャッチしつつ､

機関誌という媒体において､また実際の上演活動におい

て､舞踊においても多様な試みをおこなっていた､一つ

の先鋭的な場であったという事実が認識されるだろう｡

また､宝塚の舞踊活動をこのように概観すると､日本

における初期の西洋舞踊の受容が､オペラ受容および演

劇の近代化と関係が深いことを､改めて認識させられる｡

大正期の『歌劇』誌においては､宝壕の将来の方向性に

ついて､様々に論議されたが､舞踊に進むべきだとする

識者も少なくなかった｡大正11 (1922　年3月号では､

｢日本歌劇の将来と賓塚少女歌劇｣の特集が掲載されて

いる｡ここで､青柳有美は｢グランド･オペラは過去の

遺物｣と題し､ ｢｢賓壕｣の現在は唄ふ者の無いのが欠点

です然し之が日本洋楽界今日の通弊ですから致方があり

ません､家庭に洋楽が普及するやうにならねば良いシ



ンガ-は出ぬものと思ひます依って当分其時代の来るま

で宮家は舞踊本位で進むのが可からうと思ひます｣と述

べている｡町田博三は､ ｢賓壕少女歌劇は日本の音楽聾

術史の上に相当のペ-デを費して記するに足るべき仕事

をしてゐると思ひますその点では尊敬に耐へません､然

し少女と限られてゐるが為め完全なる歌劇の演出の上に

種々の制限と不都合を感じるのは蓋し己むを得ません､

故に余り劇的なものよりは寧ろ舞踊､舞踊詩､舞踊劇と

いふ方面が最も適当と思ひます､ ｢春より秋｣へや｢お

夏狂乱｣のやうな作は今日までには未だ東京の舞踊壇に

はありません｣と述べられている(15)｡また､藤間静枝は､

｢現在においても将来についても賓壕の少女歌劇は(と

くに少女とかぎられてゐる為にも)新舞踊の方面にお

すゝめになる方がと中上により私はその方を望んでゐま

す｣と述べられている｡

大正期の宝塚でおこなわれた新舞踊的な活動において

注目したい点は､代表的な作家である久松･楳茂都､両

者ともに､音楽や美術､衣裳などのみならず､動きその

ものの新しさに腐心した点である｡そして､それには､

宝塚の､芸術団体としては制約であり限界でもあった､

少女のみという構成､そこから来るアマチュアリズムが､

深く関係していたのではないだろうか｡つまり､他の多

くの新舞踊運動の団体は､歌舞伎役者達による新舞踊運

動までいかずとも､ある程度､日本舞踊の素養を持つ者

によって踊られるものであったが､宝塚の場合は､舞踊

の素養をほとんど持っていない少女達によって構成され

ていた｡久松の回想によると､最初に振付を行った際に

在籍した団員について､ ｢此十七名は申すまでもなく小

さい女学生で日本舞踊の素養なぞは皆目ありません､其

大半は日本舞踊とはどういふものかも知らなかった｣と

いう(久松一撃｢舞踊の新大道｣大正9 (1920)年6月

16日号『歌劇』誌掲載)｡そこで､学校で､ ｢和洋舞踊｣､

つまり､日本舞踊と同等に､西洋舞踊のテクニックを身

につけさせられる｡おそらく､日本舞踊を踊らせると得

手ではないと評され､また少女達のみという構成は､伝

統的な舞踊作品を踊るには､重厚さが無く､非常に物足

りないが､かえって動きは自由におこなうことができ､

新しいものとして評価され得る可能性もある｡久松一

撃が即興的な動きを採り入れたのは､ある種の戦略でも

あったのかもしれない｡そして､少女達は､次第に岸田

辰潤や白井戴造､外国人バレエ教師らの来任によって､

西洋舞踊のテクニックを､さらに本格的に習得させられ

ている｡こうした日本/西洋舞踊の両方のテクニックを

同時に学んだ少女達は､小林一三の｢国劇｣たる｢歌劇｣

に必要とされるべき､新しい舞踊表現を追求する際､格

好の素材となったのではないか｡

しかし､宝塚が､楳茂都の作品《春から秋へ》は注目

を集めたものの､大正期の宝塚という存在が､舞踊史に

おいてそれほど重要視されてこなかった理由は､逆説的

になってしまうが､結局は､宝塚が少女のみという制約

を脱し切れなかったこと､また大正期の宝塚は関西を拠

点とする団体であったことのほか､大正11 (1922)年6

月号『舞踊と音曲』誌掲載の､田中良仲｢新舞踊の勃興

機運｣に､ ｢蓑に大阪の賓塚少女圏が梅本氏の指導に依

って､箱や変った舞踊を見せたものがあるが､夫れは歌

劇の中に包含されて単に舞踊の立場としては､少々物足

らぬ感も有った｣とあるように､宝塚は｢歌劇圏｣であ

り､純粋に舞踊団体ではなかったことも､やはり挙げら

れるだろう｡そして勿論､昭和期以降の宝塚のアイデン

ティティーが､岸田辰摘､白井銭造らによって興隆した

｢レヴュー｣という形式に移行していくことも､大きな

要因と考えられる｡実際､ ｢レヴュー｣上演以降の『歌劇』

誌における｢舞踊｣をめぐる言説も､第一章で述べたよ

うな大正期のそれとは､その様相を大きく変えていくよ

うに捉えられる｡これについては､今後研究したい課題

である｡

また､最後に､現在の日本舞踊界では､外部の様々な

要素を採りいれ､旧来の伝統的な日本舞踊の枠組みを疑

うほどの､新しい形式を創造し､新たな時代を築こうと

する新舞踊運動は途絶えてしまい､むしろ伝統保存の方

向性を維持しているようである(16)宝塚ではどうだろう

か｡実は､現在の宝塚においては､オーケストラを伴奏

として日本舞踊が踊られたり､日本舞踊と西洋的なダン

スが折衷したような舞踊場面は､決して主流ではなく､

人気があるわけでもないとしても､珍しい光景ではない｡

さらに､こうした舞踊作品は､あえて海外公演や､重要

視された公演で上演されることは少なくない｡たとえ

ば､ 1994年のロンドン公演におけるショー《花扇抄≫で

は､軽快なモダン･ジャズを伴奏に､上半身は日本舞踊

風の振りをおこないながら､下半身はすばやくステップ

を踏み舞台を横切る､白塗り･和装のトップ･スター安

寿ミラによる舞踊があった｡また､創立90周年に当た

る2004年､新年の公演に｢記念祝舞｣として上演され

ている《飛朔無限》では､昭和4 (1929)年入団の､現

時点では最古参の春日野八千代が主演で､ボレロのリズ

ムを伴奏に日本舞踊が踊られていた｡こうした形式の舞

踊は､大正期に試みられていた新舞踊の中にも､存在し

たかもしれない｡しかし勿論､大正期のものとは､上演

の背景や意味は､全く異なる｡こうした舞踊が､海外公

演や､ ｢記念｣公演の演目に選ばれるということは､こ

うした作品が､宝塚の伝統的な作品として位置づけられ､

上演されているということである｡つまり､日本舞踊界

では｢死語｣になっている､在来の舞踊から脱却して新

しい形式を創造しようとして生まれた新舞踊運動におい

て生まれた形式が､宝塚の現在においては､ ｢伝統｣と

いう存在に転倒しながら存在し続けているのだとも言え

ないだろうか｡

最後に､本稿の考察からは､大正期の宝塚が､舞踊と

いうジャンルの上でも､未知の芸術･文化を積極的に吸

収し､新たなものを作り出そうとした一つの先鋭的な拠

点であったという事実を再認識することは出来たかと思

うが､個々の事象については､更にさまざまな角度から

より詳細に調査し､論考する余地がある｡今後の課題と

したい｡
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表1 『歌劇』掲載の舞踊関係記事(作成､国崎)

* ｢舞踊関係記事｣の範囲について･-･-日本舞踊､バレエ､モダン･ダンス､レヴューなどの舞台舞踊についての研究･評論･舞台評･話題をその範囲
とし､出演者の談話･エッセイ等､読者投稿､内部作品の台本､紹介､広告は､原則的に除いた｡ただし､記事の本文中､当時の舞踊の動向を知るため
に重要だと思われる記述があれば､上記の範囲外にあたる記事でも､作成者の判断により､表に含めた｡

執筆者 タイ トル ■弓一 大正 西暦 n 日 備 考

田連尚雄
日本歌劇の曙光 ■ と しての賓壕少女 歌劇の前途ー

‥■■浪花踊 を悲観す ‥…
1 7 19 18 ll 3 ｢西洋のダンス｣ と ｢日本の舞踊｣ との比較

久松 一章 日本舞踊の謀反人 1 7 19 18 ll 3

久松 一撃 舞踊の新大道 (賓壕少女歌劇が先づ開拓の第一鍬を下した) 9 9 19 20 6 16

楳茂都 陸平 ピアノで 日本舞踊のお稽古 9 9 19 20 6 16

寺川信 舞踊界 の人 々に 】 アンナ ●パ ヴロア嬢談 14 1 0 19 2 1 4 1

寺川信 ニジンスキイの舞踊 と山村舞 を憶 ふ 1 5 1 0 19 2 1 5 1

楳 茂都 陸平 『ナ ンバ』の踊 15 1 0 19 2 1 5 1

信天翁 海 の彼方 よ り 1 5 1 0 19 2 1 5 1

楳 茂都 陸平 日本舞踊 の新機運 1 6 1 0 19 2 1 6 1

寺川信 舞台舞踊 と室 内舞踊 ■ 日本舞踊 に就ての一考察■ 1 6 1 0 19 2 1 6 1

藤間静枝 病み てのむ酒 1 6 1 0 19 2 1 6 1

厨川煤子 初夏 の書斎 にて 1 7 1 0 19 2 1 7 1 藤間静枝 の話題あ り

青柳有美 賛 k ;-て 1 7 1 0 19 2 1 7 1 バ ン ドマ ン一座の上演中の舞踊について

楳茂都陸平 iij ^ i 解氷 1 8 1 0 19 2 1 8 1

有馬武郎 雑談 1 8 1 0 19 2 1 8 1

寺川信 楳茂都 陸平氏 を送 る 20 1 0 19 2 1 1 0 1

白村博士夫 人 厨川膜子 劇場 と歌劇 と社会事象 22 l l 19 22 1 1 ｢ El本舞踊の前途｣ という一章 あ り

木谷連吟 正 月踊 22 l l 19 22 1 1

落合生 お手本 は賓塚少女歌劇 猿 之助 の新 舞踊 『轟』 22 l l 19 22 1 1

樟蔭高等女学校教諭

朝輝記太留
教育 と舞踏 23 l l 19 22 2 1

大谷大学教授 同大学 図

書館長 山速習学
印度 で見聞 した民舞民謡 23 l l 19 22 2 1

夕陽丘高等女 学校

蛭子つま子
舞踏 に依 る心 身の美 的陶冶 23 l l 19 22 2 1

無記名 女学校 のファウス ト 23 l l 19 22 2 1

町田博三 ｢春か ら秋へ｣ か ら ｢轟 ｣ へ 23 l l 19 22 2 1

坪内士行 ダ ンスの流行 につ いて 24 l l 19 22 3 1

無記名 舞踊 の興 隆 2 5 l l 19 22 4 1

南木浄水 新 しき日本舞踊 の運動 2 5 l l 19 22 4 1

金健二 羽衣会 を見て 2 5 l l 19 22 4 1

遠 山静雄 舞踊照 明の立体化 2 5 l l 19 22 4 1

坪内遭遇 日本劇壇 の明日 (承前) Lo l l 19 22 5 1 講演 を筆記 した もの0

尾上男女蔵 舞踊雑話 26 l l 19 22 5 1

一記者 最近 の欧米歌劇界 26 l l 19 22 5 1

薬学博士 木村 彦右衛 門 独通 の社交 ダンス 27 l l 19 22 6 1

長田幹彦､ 上司小剣 ､ 中

棟百合子､ 正宗白鳥､ 新

居格､ 三浦闘造､ 細 田源

吾､ 中村舌蔵､ 仲木貞一､

足立 源一郎 ､ 音羽兼子 ､

山崎紫紅､ 南 部修 太郎

文芸諸 家の新舞踊運動 と宝壕少女歌 劇今昔観 27 l l 19 22 6 1

東儀哲三郎 標題楽 に表 れたる舞踏 曲 蝣->- l l 19 22 6 1

す ､ ～かけのや 賓壕 で滞 モ リノさんと談 る 27 l l 192 2 6 1

南木祥水 浪花 の踊 り 28 l l 192 2 7 1

帝羅漠 海外最近 の舞踊界 28 l l 192 2 7 1

吉川迷三 男女蔵君 の部屋で 28 l l 192 2 7 1

坪内士行 猿之助 の新舞踊 29 l l 192 2 8 1

平尾住雄 情熱 の踊 り手 アンナ - / ヴヾロワ 30 ll 192 2 9 1

寺川信 アンナ ーパ ヴロアの舞踊 を見て 31 ll 192 2 10 1

ア ンナ ■パ ヴロワ 私 の蛮術 は努力の賜物 32 ll 192 2 ll 1

坪内士行 蛮術 と しての舞踊 32 ll 192 2 ll 1

青柳有美 偉大 なる軽業 師パ ヴロワ夫 人 32 ll 192 2 ll 1

柳川紅夢 賓塚少女歌劇への N o stalg ia - 東京通信 其一【 32 ll 192 2 ll 1 藤蔭会についての一章あ り

市川猿之助 新舞踊 に対す る私の態度 33 ll 1 92 2 12 1

坪内士行 ､ 久松一撃 ､

岸田辰珊
春秋座 の ｢最 ｣ に対す る合評 33 ll 1 92 2 12 1

小 林一三 三味線整術 の晩鐘 34 12 19 2 3 1 1

久松 一聾 踏影合 と小幕 々女曾 3 1 12 19 23 1 1

三善和気 家庭児童劇 と踏影曾第一 回公演 を観 る 3 4 12 19 23 1 1

竹内平吉 音楽の上 よ り見た る踏影曾公演 3 4 1^ 19 23 1 1
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執筆者 タイ トル 77 大正 西 暦 月 日 備考

tklih h:a 頓珍閑話 34 1 2 19 23 1 1 新舞踊 につ いて

寺川信 努燈雑記■ 露西亜芸術家の こと▲ 35 1 2 19 23 2 1 アンナ ■パ ブロヴ アについて

吉川久寓治 屠蘇気焔 35 1 2 19 23 2 1 新舞踊 につ いて

山本住雄 松 竹楽劇部の公演 を観て = 楳茂都陸平氏へ = 36 1 2 19 23 3 1

戸揮信義 新舞踊 に就て 36 1 2 19 23 3 1

阪東 の しは 踊 り 36 1 2 19 23 3 1

阪東 の しは 舞踊 と劇 37 12 19 23 4 1

三善和気 西洋楽器 と日本 曲 38 12 19 23 5 1 新舞踊 につ いて言 及

十 I'-' 舞廟小論 38 V2 19 23 5 1

エイチ ーダブリユ ウ ■ア

ウターブリッジ
外人の眼 に映 じた賓壕少女歌劇 38 V2 19 23 5 1

｢ 日本の舞踊｣ / ｢西洋舞踊 ｣ の対比へ の

i"; *C -I'1い

踏影合の大阪公演 賓壕少女歌劇圏管弦楽部 の出演 38 1 2 19 23 5 1

左方一夫 パ トロン達の罪悪 38 1 2 19 23 5 1 アンナ -パ ブロヴ7 の話題 あ り

阪東 の しほ 舞踊 と劇 38 12 19 23 5 1

草夢生 楽壇近況 38 12 19 23 5 1 海外 の舞踊情報 あ り

賓塚の舞台 に於 ける踏影合 の練習 39 12 19 23 6 1

青柳 有美 月組 に瀧野久子 さん在 り臭 39 12 19 23 ■6 1

寺川信 十や V¥J , 39 1L> 19 23 6 1 舞踊評論

左方一夫 外来芸術崇拝 に対 して 39 1Ll 19 23 6 1 日本舞踊､ パ ブロヴ ア､ 新 舞踊に も言及

池田畑 雄 頓珍閑話 39 1 " 19 23 6 1
楳茂 都陸平 の話 題､ 坪 内士行 の舞 踊作 品

の評あ り

寺 川信 努燈新話 山王祭 と五色座 の舞踊 40 12 19 23 7 1

丹波童資 舞踊 と音楽 との考察 = 猿之助の焼津 の 日本武尊 = 41 12 19 23 8 1

大島得郎 当世百 まなこ 41 1 2 19 23 8 1
舞踊批評､ 新舞踊について言及○前号の寺川

信 ｢勢燈新話｣ に反論 したもの

青柳有美 日本の オペ ラは舞踊へ 12 VI 19 23 9 1

左方一夫 生命 の躍動 = 舞踊 に就 ての考察 = 12 1 2 19 23 9 1

七蝣i 良市 原始時代 の舞踊 に就 いて 42 1 2 19 23 9 1

�"i!.'t エ粕 古代填及希伯 乗の舞踊 43 1 2 19 23 10 1

油H iilli漣 頓珍 閑話 43 1 2 19 23 10 1
松竹 の楳茂 都/ 原 EElに よる新 舞踊作 品 の

舞台評あ り

青柳有美 世界 オペラ消息 43 V2 19 23 10 1 海外の舞踊情報 あ り

南米亜爾然丁国ブエ ノス

アイレス駐割 帝国商務官

石井忠告

亜爾然丁 オペ ラ消息 44 12 19 23 ll 1 ミユスタンゲット､ レヴューの情報あ り

青柳有美 世界 オペ ラ消息 44 12 19 23 ll 1 海外の舞踊情報 あ り

高木和夫 異境 にて大震 災の報 を聞 きて 15 12 19 23 VI 1 カルサ ヴイナの話題

左多計浩 技巧過 ぎての不技巧 = 舞 台芸術 に対す貧 しい考察 = 45 12 19 23 12 1 パブ ロヴアとダンカンの比較

左方一夫 吾 々の求 むる もの 仙再 び舞踊 に就 てJ 45 12 19 23 ll' 1

楳茂都陸平 (≡) 日本舞踊の上 に 45 1" 19 23 12 1 ｢ハ イフェッツの印象｣ 特集の一篇○

青柳有美 世 界オペラ消息 45 1 Ll 19 23 12 1 海外の舞踊情報 あ り

阪東の しほ 新舞踊 『彼岸花』 と 『ねむ り人形』 45 12 19 23 12 1

竹原光三 現存せ る俳優 の振付 けた舞 踊 46 13 19 24 1 1

坂田左一 マルタ上演 に就 いて 46 13 19 24 1 1 バ レエの話題

i'i iii.斗 賓塚 は無言劇 に行け 46 13 19 24 1 1 バ レエの話題

丸尾長顕 美と哲理 の国､ 希膿 の古代舞踊 46 13 192 4 1 1

青柳有美 世 界オペ ラ消息 46 13 192 4 1 1 海外 の舞踊情報あ り

佐藤紅緑 欧米劇界談 17 13 192 4 2 1 ベル リンでの石井漠公演 に言及あ り

大島得郎 ｢棒 しぼ り｣ の事 47 13 192 4 2 1

青柳有美 世界 オペ ラ消息 47 13 192 4 2 1 海外 の舞踊情報あ り

小 't 蝣十 六代 目へ 48 13 192 4 3 1

青柳有美 東京 で河合 ダ ンスを観 る 48 13 192 4 3 1

楳茂都陸平 舞踊 『火 と り虫』 48 13 192 4 3 1

青柳有美 世 界オペラ消息 48 13 192 4 3 1 海外 の舞踊情報あ り

平賀毅､ 平賀練 吉 生 れて初 めて芝居 を見 た二学生 の市村塵 印象記 IS 13 192 4 3 1 《棒 しぼ り》 につ いての感想あ り

青柳有美 社 交ダ ンス亡 国論 51 13 192 4 ■6 1

竹原光三 色 町のを どりと芝居 のを どり 51 13 192 4 6 1

楳茂都陸平 流行性舞踊熟 52 13 192 4 7 1

青柳有美 世 界オペ ラ消息 54 13 1924 9 1 海外 の舞踊情 報あ り

林藤之輔 私 の見 て来 た欧米 の劇場 (二) 55 13 1924 1 0 1
ニュー ヨー クの ヴ オー ドビル､ レヴュー

劇場 の紹介

寺井龍男 舞踊芸術 55 13 1924 10 1

青柳有美 世 界オペ ラ消息 55 13 1924 10 1 海外 の舞踊情 報あ り

樫 木城之垂 纂解応声虫 56 13 1924 ll 1 ダンカン､ バ レエ ■リエスなどの話題あ り

青柳有美 賓壕ベ ラゴア読本 (五) 56 13 1924 ll 1 帝劇､ 宝塚創成期の舞踊について言及あ り

青柳有美 賓塚ベ ラゴア読本 (六) 57 13 1924 1 2 1 高木徳子 の舞 踊について言及あ り

青柳有美 世 界オペ ラ消息 57 13 1924 12 1 嘩外 の舞踊情 報あ り
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執筆者 タイ トル
■す 大 正 西暦 月 = 備考

青柳有美 賓壕 ベラゴア読本 (五) 5 8 14 19 25 1 1 帝劇 ～浅草 オペ ラにつ いて

青柳有美 世 界オペ ラ消 息 58 14 ■19 25 1 1 海外 の舞踊情報 あ り

林藤之輔 私 の見て来た欧米の劇場 (六) 5 9 M 19 25 2 1
ロ ン ドンのバ レエ､ ヴ ァラエ テ ィ劇 場 の

紹介

青柳 有美 ベ ラゴア読本 (八) 5 9 14 19 25 2 1 浅草 オペ ラにつ いて

青柳有美 世界 オペ ラ消 息 59 14 19 25 o 1 海外 の舞踊情報 あ り

林藤之輔
ヴオー ドビル と其舞台装置

- 私の観て来た欧米の劇場 (七)■
60 14 19 25 3 1 フ ォーリー l ベルジュールの紹介

室町馨 愚装置回想 60 14 19 25 3 1
舞台美術 につ いての評論 で､ バ レエ ●リエ

スにつ いて言及 あ り○

青柳有美 ベラゴア読本 (九) 60 14 19 25 3 1 大正期 の宝塚以外 の少女歌劇 団につ いて

青柳有美 世 界オペラ消息 60 14 19 25 3 1 海外 の舞踊情報 あ り

高木和夫 巴里のオペ ラ 61 14 19 25 4 1 オペ ラ劇場 のバ レエ上演について言 及あ り

ヨセフ ■ラス カ 賓壕で公漬せ る伊大利歌劇批判 61 14 19 25 4 1 バ レエにつ いて も言及 あ り

青柳有美 ベ ラゴア読本 (十) 61 14 19 25 4 1 来朝 オペ ラ団 ●舞 踊団の情報 あ り

光書夏珊 舞踏靴- F R E N C H H E E L S - = ス コッ トの言葉 = 62 M 19 25 5 1

青柳有美 世界オペ ラ消息 62 14 19 25 5 1 海外 の舞踊情報 あ り

永 田龍雄 斜雨荘漫筆 63 14 19 25 6 1

丸尾長顛 猿之助君∴ 悪太郎それか ら新舞踊論 65 14 1 9 25 8 1

青柳有美 世界オペ ラ消息 65 14 19 25 8 1 海外 の舞踊情報 あ り

ラス ●セント デニス夫人 舞踊芸術の独立性 66 14 19 25 9 1 井上春樹訳 O

デニ ショウン舞踊 団来 る 66 14 19 25 9 1

青柳有美 世界オペ ラ消息 67 14 19 25 10 1 海外 の舞踊情報 あ り

欧米舞踊界の新勢力 デニショウ ン大舞 踊団来演

■一行 二十余名花の如 き美人揃 ひ■
67 14 19 25 10 1

坪 内士行 デニス を観て 日本舞踊 の長短所 を思ふ 68 u 19 25 l l 1

ル ウス ■セ ン ト ■デ ニ

ス､ テッ ド ■ショウン
美 しい少女歌劇 を観 て ■ 68 14 19 25 l l 1

高木和 夫 音楽の都 ウィーンの思 ひ出 (下) 68 14 19 25 l l 1
ウ ィー ンの オペラ におけ るバ レエ につ い

ての言及 あ り

蝣H t 蝣-: ≡ m m 68 14 19 25 l l 1 菊五郎､ 花柳舞踊研究会 の舞 台評 あ り0

寺 川信 rE W r r記 68 14 19 25 l l 1 デこシ ョーンの舞 台評 あ り

神保 遺臣 デ ニショウンの配光 を見て 68 14 19 25 l l 1

ジ ョン ■ウラノ アマチュ アの感想 68 14 19 25 l l 1 デこシ ヨ】 ンの舞 台評

テ ッ ド■シ ョウ ン､ 井上

春樹
果 して裸体 は卑 む可 さか 69 14 19 25 VI 1 井上春樹訳0

小 林一三 頓珍 閑話 69 14 19 25 12 1 デニシ ョーンについての言及 あ り

竹原光三 賓塚少女歌劇 の日本舞踊 の短所 w 14 19 25 ll- 1

小 林一三 頓珍 閑話 70 15 19 26 1 1 楳茂都陸平 につ いて

左方一夫 新舞踊 とは何 ぞ 70 1 5 19 26 1 1

青柳有美 世界 オペラ消息 70 1 5 19 26 1 1 海外 の舞踊情報 あ り

永田龍雄 十 四年度 の舞 踊界を顧 みて 71 1 5 19 26 2 1

高田雅夫 バ レー 『花』 の上演 に際 して 73 1 5 19 26 4 1

小田直蔵 巴里通信 ミュージックホールを観 て 73 15 19 26 4 1

永田龍雄 楳茂都民 の 『羽衣』 に就 て 73 15 19 26 4 1

金光子 舞 踊に大 曲心酔 の悪夢 73 1 5 19 26 4 1

青柳有美 世 界オペラ消息 74 1 5 19 26 5 1 海外 の舞踊情報 あ り

石井 行廉､ 東 儀菅三 郎､

久松一撃､ 金光子 ､ 阪東

の しほ､ 高田雅夫 ､ 須藤

五郎､ 安藤弘､ 竹原光三､

古谷幸一､ 太 田七郎 ､ 坪

内士行､ 高木和夫 ､ 水 田

しげ る､ 金健 二､ 楳茂都

陸平､ 竹内平 吉

西洋音楽 の伴奏 で何 故 日本舞踊は揃 はぬか 75 15 19 26 6 1

寺川信 舞 踊､ 舞踊 ､ 舞踊 75 15 19 26 6 1

青柳有美 世 界オペラ消息 76 15 19 26 7 1 海外の舞踊情報あ り

永田龍雄 石井漠 の舞踊 詩 78 15 19 26 9 1

青柳有美 世界 オペ ラ消 息 78 15 19 26 9 1 海外の舞踊情報あ り

青柳有美 賓壕 ベラ ゴア読本 (二十六) 79 15 19 26 10 1
バ レエ団 の構成､ テ クニ ックにつ いての

解説

露 西亜大歌劇 圏を迎ヘて 79 15 19 26 10 1 バ レエ にも言及あ り

青柳有美 世 界オペラ消息 79 15 19 26 10 1 海外の舞踊情報あ り

青柳有美 賓坂ベ ラゴア読本 (二十七) 81 15 19 26 1L> 1 西洋の舞踊の種類､ パ につい ての解説
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表2　大正期の諸作家の上演作品表(移動公演､愛読者大会等は省く) (作成､岡崎)

* 『賓塚少女歌劇二十年史』および『歌劇』 『山容水態』誌を参照し作成｡現在も調査中｡

上演年月　　　　　　　　　　　　　　曲目

種類　　　　　　名称　　　　　　　作者　　　　　　作曲又は編曲者　　　　　劇場　　　　　出演組

*初期宝塚の｢ダンス｣作品

大 正 3 19 1 4 4 / 1- 5 /3 0 ダ ンス 胡 蝶 賓 壕 少女 歌劇 囲 目賀 田蔓世 書 パ ラ ダイス劇 場

大 正 3 19 1 4 8 / 1- 8/ 3 1 ダンス 故郷 の空 安 藤 弘 ､ 高木 和夫 パ ラ ダイス劇 場

大 正 3 19 1 4 10 / 1- l l /3 0 ダ ンス 欧 州戦 争 ■ 質 塚 少女歌 劇 圏 賓壕 少女 歌 劇 圏 パ ラ ダイス劇 場

大 正 5 19 1 6 7 / 20▼ 8 /3 1 ダ ンス ミニユ エ ツ ト 管 壕 少女 歌劇 圏 賓壕 少女 歌 劇 圏 パ ラ ダイス劇 場

十 IF . 5 19 1 6 7 / 2 0】 8′3 1 ダ ンス 蝣<- - 賓 壕 少女 歌劇 圏 質壕 少 女歌 劇 圏 パ ラ ダイス劇 場

大正 4 1915 7/21- 8/31 歌劇 蝉時雨 久松一挙 高木和夫 パラダイス劇場

大正 4 1915 10/20-ll/30 歌劇 三人猟師 久松一軍 安藤弘 パラダイス劇場

k ｣ 5 1916 1/ 1- 1′10 歌劇 内裏獅子 久松一撃 安藤弘 パラダイス劇場

大正 5 1916 3/ 19- 5/21 歌劇 模大名 久松一撃 安藤弘 パラダイス劇場

大正 5 1916 10/20-ll/30 歌劇 おもちゃ箱 久松一撃 三善和気 パラダイス劇場

大正 5 1916 10/20-ll/30 * *IJ 中将姫 久松一軍 三善和気 パラダイス劇場

大正 6 1917 1/ 1- 1/10 歌劇 V.t'~>叫 久松一軍 原田潤 パラダイス劇場

大正 6 1917 3/20- 5/20 stU i] 為朝 久松一聾 原田潤 パラダイス劇場

大正 6 1917 3/20- 5′20 歌劇 藤あやめ 久松一聾 三善和気 パラダイス劇場

大正 6 1917 7/20- 8/31 歌劇 女曾我 久松一聾 三善和気 ■ パラダイス劇場

大正 6 1917 10/20-ll/30 歌劇 K l* 久松一撃 原田潤 パラダイス劇場

大正 7 1918 1/ 1- 1′20 歌劇 鼠の引越 久松一聾 原田潤 パラダイス劇場

大正 7 1918 3′20- 5/20 歌劇 神楽狐 久松一馨 崎E l;閏 パラダイス劇場

大正 7 1918 3/20- 5/20 su y 抽:J|i 久松一審 原田潤 パラダイス劇場

大正 7 1918 7′20- 8/31 ft ォ 猿蟹合戦 久松一馨 高木和夫 パラダイス劇場

大正 7 1918 7/20- 8/31 歌劇 造物主 久松一馨 原EBi閏 パラダイス劇場

大正 7 1918 10/20-ll/30 歌劇 お蚕祭 久松一馨 原田潤 パラダイス劇場

大正 8 1919 1/ 1- 1/20 歌劇 鞍馬天狗 久松一客 三善和気 パラダイス劇場

大正 8 1919 3′20- 5′20 喜歌劇 家庭教師 久松一撃 金健二 公会堂劇場

大正 8 1919 10′20-ll/30 Sf fcl' 燈寵島 久松一聾 原田潤 公会堂劇場

大正 9 1920 1/ ト 1/20 歌劇 西遊記 久松一挙 原田潤 公会堂劇場

大正 9 1920 3/20- 5/20 歌劇 金平めがね 久松一挙 三善和気 公会堂劇場

大正 9 1920 10/20-ll/30 歌劇 お夏笠物狂 久松一挙 原田潤 公会堂劇場

大正 10 1921 1′1- 1/20 歌劇 岩戸開 久松一馨 金健二 公会堂劇場

大正 10 1921 3′20【5′20 歌劇 筑摩神事 久松一撃 三善和気 公会堂劇場 第 1 部

大正 10 1921 3′20【5/20 お伽歌劇 仙女の森 久松一聾 金健二 公会堂劇場 第 2 部

大正 10 1921 7/20【8/31 喜歌劇 犬の停車場 久松一撃 金光子 公会堂劇場 第 2 部

大正 10 1921 9/20-10/19 歌劇 耶郡 久松一撃 原田潤 公会堂劇場 月組

大正 10 1921 10/20- ll/30 歌劇 那須 の馬市 久松一聾 三善和気 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 1/ 1- 1/25 歌劇 吉備津の鳴釜 久松一聾 金健二 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 2′1■2′25 歌劇 t^ -1伸 L卜 久松一撃 竹内平吉 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 3′15- 4′30 歌劇 成苦思汗 久松一挙 藤井清水 ■ 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 5/ 1- 5/31 歌劇 僧房 を焼いて 久松一馨 安藤弘 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 7/ 15- 8/20 歌劇 久米の仙人 久松一撃 高木和夫 公会堂劇場 月姐

大正 11 1922 8/ 1- 9/ 10 歌劇 亀山の 兵ゝ隊 久松一聾 三善和気 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 9′20-10/31 歌劇 平重衡 久松一啓 藤井清水 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 11′1-ll/30 歌劇 寵姫 久松一撃 金健二 公会堂劇場 花組

大正 12 1923 1′1- 1/20 歌劇 呉服穴織 久松一撃 高木和夫 公会堂劇場 花組

大正 12 1923 3′20- 4/10 お伽歌劇 ;L i;1; 久松一馨 金健二 中劇場 FH fl

大正 12 1923 4/ ll- 5/10 歌劇 龍井寺由来 久松一馨 安藤弘 中劇場 花組

大正 12 1923 5/ ll- 6/10 Sf tiJ 東天紅 久松一聾 竹内平吉 中劇場 H ifl.

大正 12 1923 7/ 10- 8/19 歌劇 笛争ひ 久松一撃 竹内平吉 中劇場 花組

大正 12 1923 8/20- 9/20 歌劇 桶祝言 久松一撃 金光子 ■ 中劇場 月組

大正 12 1923 9/25】10/24 歌劇 場景妃 久松一軍 竹内平吉 中劇場 花組

大正 12 192.3 10′25-11′30 歌劇 琵琶島碑文 久松一撃 阪口未春 中劇場 月組

大正 13 1924 1′1- 1/31 歌劇 羅生 門 久松一挙 金健二 中劇場 花組

大正 13 1924 4/ 1- 4/30 舞踊 大原辛 久松一撃 金健二 uj'.tllJKt 月組

大正 13 1924 5/ 1- 5/21 歌劇 中山寺縁起 久松一撃 古谷幸一 中劇場 花組

大正 13 1924 7/ 1- 7/30 :|ォ ij 屋守の少将 久松一馨 金健二 '* lj 雪組

大正 13 1924 7/ 19- 9/ 2 歌劇 身替音頭 久松一聾 三善和気 大劇場 合併

大正 13 1924 10/ 1ー10/21 歌劇 お夏笠物狂 久松一撃 原田潤 大劇場 月姐
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上演年月 曲目

種類　　　　　名称　　　　　　　作者　　　　　　作曲又は編曲者　　　　　劇場　　　　出演組

大正 13 1924 ll/ 1-ll/30 歌劇 瓢明神絵巻 久松一撃 金光子 大劇場 花組

大正 13 1924 注 11/ 1-ll/30 舞踊 福は内 久松一撃 三善和気 '.'til 花組

大正 14 1925 1/ 1- 1/31 歌劇 観心寺物語 久松一撃 三善和気 大劇場 合併

大正 14 1925 2/ 1- 2/28 歌劇 阿含焔 久松一撃 古谷幸一 大劇場 花組

大正 14 1925 2/ 1- 2/28 舞踊劇 鐘曳 久松一馨 金健二 大劇場 花組

大正 14 1925 3/ 1- 3/31 歌劇 秀次最期の 日 久松一客 竹内平吉 大劇場 雪組

大正 14 1925 5/ 1- 5/31 歌劇 空也鉦流罪 久松 一馨 原田潤 大劇場 雪組

大正 14 1925 6/ 1- 6/30 歌劇 かいまみの少将 久松一聾 竹内平吉 大劇場 花組

k J 14 1925 7/ 1- 7/31 歌劇 鏡の宮 久松一審 三善和気 大励場 月経

大正 14 1925 8/ 1- 8/31 歌劇 裸業平 久松一軍 安藤弘 大劇場 雪組

大正 14 1925 9/ 1- 9/30 歌劇 白張の局 久松一軍 金健二 大劇場 花組

大正 14 1925 10/ 1-10/31 歌劇 車供養 久松一軍 高木和夫 大劇場 月組

大正 14 1925 ll/ 1-ll/30 舞踊劇 桃源の朝比奈 久松一撃 古谷幸一 大劇場 雪組

大正 15 1926 2/ 1- 2/28 歌劇 神楽狐 久松一撃 原田潤 中劇場 雪組

大正 15 1926 3/ 1- 3/31 喜歌劇 牛曳婿 久松一聾 三善和気 大劇場 花組

大正 15 1926 4/ 1- 3/30 歌劇 平等院大臣 久松一客 金健二 大励場 月租

大正 15 1926 6/ 1- 6/30 歌劇 鷺塚巷談 久松一撃 金健二 大励場 雪組

大正 15 1926 7/ 1- 7/31 歌劇 白縫扇陣 久松一撃 高木和夫､ 金健二 大劇場 月組

大正 15 1926 8/ 1- 8/31 'ft *. 紅梅染 ¥ tft - S? 須藤五郎 大劇場 雪組

大正 15 1926 8/ 1- 8/31 舞踊劇 桃源の朝比奈 久松一馨 古谷幸一 大劇場 雪組

大正 15 1926 9/ 1- 9′30 お伽歌劇 殿様落ちた 久松一馨 金光子 大劇場 花組

大正 15 1926 10/ 1-10/31 華紬'to 狸々捕 久松一撃 i rt 4- 大劇場 月組

大正 15 1926 10/ 1-10/31 喜歌劇 平家村 久松一撃 三善和気 大励場 月組

大正 15 1926 ll/ 1-ll/30 歌劇 熊襲兄弟 久松一撃 藤井清水 大劇場 雪組

大正 6 1917 10/20- 11′30 歌劇 屋島物語 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場

大正 7 1918 3/20- 5/20 歌劇 羅浮仙 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場

!大正 7 1918 7/20- 8/31 歌劇 L '-'M : 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場

…大正 7 1918 10′20】11′30 歌劇 鼎法師 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場

大正 8 1919 3′20一5/20 歌劇 文殊 と獅子 楳茂都陸平 原田潤 公会堂劇場

大正 8 1919 10′20ー11/30 歌劇 浬架猫 楳茂都陸平 金健二 公会堂劇場

大正 9 1920 3′20⊥5/20 歌劇 酒の行兼 楳茂都陸平 原田潤 公会堂劇場

十n-: io 1921 1′1- 1/20 お伽歌劇 宜.'->!; ■楳茂都陸平 三善和気 ■ 公会堂劇場

人IF.10 1921 3′20- 5/20 衰踊 春から秋へ 楳茂都陸平 原田潤 公会堂劇場 第 1部

大正 10 1921 7′20- 8/31 歌劇 田楽男 楳茂都陸平 金健二 公会堂劇場 第 1部

V TF 10 1921 7′20- 8/31 .H ft ]米朝 番太鼓 楳茂都陸平 三善和気 公会堂劇場 第 2 部

＼ !-.10 1921 9/20ー10/19 お伽歌劇 杓子ぬけ 楳茂都陸乎 金光子 公会堂劇場 月組

大正 13 1924 3/ 2- 3′31 舞踊 火 とり虫 楳茂都陸平 竹内平吉 中劇場 月組

大正 13 1924 5/ ト 5′21 舞踊 許諾 楳茂都陸平 三善和気 中劇場 花組

大正 13 1924 7/ ト 7/30 舞踊 さ ナゝなみ 楳茂都陸平 ヨハン■シュ トラウス 中劇場 雪組

k ¥t.n 1924 7′19- 9′2 お伽歌劇 カチカチ山 楳茂都陸平 竹内平吉 大劇場 合併

大正 13 1924 11′1【11/30 歌劇 鼎法師 楳茂都陸平 原田潤 大劇場 花組

大正 14 1925 2/ 1- 2/28 舞踊 春から秋へ 楳茂都陸平 原田潤 大劇場 花組

大正 14 1925 3/ 1【3/31 お伽歌劇 筆合戦 楳茂都陸平 東儀哲三郎 大励場 雪組

¥:iT".1 1925 8/ 1【8′31 舞踊劇 小 さき謀叛 楳茂都陸平 竹内平吉 大劇場 雪組

大正 14 1925 12/ 1- 12′28 舞踊劇 二人袴 楳茂都陸平 金光子 大劇場 花組

大正 15 1926 3/ 1【3′31 舞踊劇 へのへのも平 楳茂都陸平 illIi*享∴ 大劇場 花組

大正 15 1926 5/ 1- 5′31 歌劇 起居舞 楳茂都陸平 太田七郎 大劇場 花組

大正 15 1926 9/ ト 9/30 ノヾ レー 真夏の夜の夢 楳茂都陸平 東儀曹三郎 大劇場 花組

大正 15 1926 10/ 1-10/31 舞踊 喧嘩 は止めろ 楳茂都陸平 高木和夫 大劇場 n *

大正 15 1926 ll/ 1-ll/30 舞踊 かんな屑 楳茂都陸平 三善和気 大劇場 雪組

大正 8 1919 1/ 1- 1/20 喜歌劇 唖女房 坪内士行 原田潤 パ ラダイス劇場

大正 9 1920 3/20- 5′20 歌劇 罰 坪内士行 金健二 公会堂劇場

大正 9 1920 10/20ー11/30 喜歌劇 五人娘 坪内士行 金健二 公会堂劇場

大正 10 192 1 7/20】8/31 振事劇 隅悶川 坪内士行 東儀哲三郎 公会堂劇場 第 1 部

'< iK 10 192 1 9/20-10/19 歌劇 由良の荘忍ぶ草 坪内士行 金健二 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 1/ 1- 1′25 歌劇 日の御子 坪内士行 東儀智三郎 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 5/ 1- 5/31 舞踊劇 出世怪童 坪内士行 三善和気 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 7/15- 8/20 舞踊劇 瓜盗人 坪内士行 安藤弘 公会堂劇場 月組
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上演年月 曲目

種類　　　　　名称　　　　　　　作者　　　　　　作曲又は編曲者　　　　　劇場　　　　出演組

大正 11 1922 8′1■9′10 お伽歌劇 盲 目と象 坪内士行 阪口未春 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 ll/ 1-ll/30 歌劇 春頃 坪内士行 安藤弘 公会堂劇場 花組

>< iK 1二三 1923 1/ 1- 1/20 :tt ty 開聞以来 坪内士行 三善和気 公会堂劇場 花組

大正 12 1923 3′20- 4 ′10 蝣m 夜の潮 坪内士行 竹内平吉 中劇場 月組

大正 12 1923 5/ll- 6/10 お伽歌劇 兄 さん閉口 坪内士行 ■ 藤井清水 中劇場 月姐

K W .12 1923 7′10- 8/ 19 舞踊劇 川霧 坪内士行 三善和気 中劇場 花組

大正 12 1923 8′20- 9′20 楓刺歌劇 浮世 坪内士行 安藤弘 中劇場 月組

大正 12 1923 10/25-11′30 喜歌劇 何 も彼 も 坪内士行 金健二 中劇場 月組

＼IT.13 1924 1′ 1【1/31 お伽歌劇 笛が鳴る 坪内士行 三善和気 中劇場 花組

大正 13 1924 1′ 1- 1/31 歌劇 古柳の嘆 き 坪内士行 rir-j4 " 中劇場 花組

大正 13 1924 7/19- 9′2 舞踊劇 女郎蜘昧 坪内士行 安藤弘 大劇場 ､ 合併

大正 13 1924 10/ 1-10′21 喜歌劇 フルス■ピー ド 坪内士行 三善和気 大劇場 月租

大正 14 1925 1′ 1- 1/31 お伽歌劇 蓬莱 坪内士行 原田潤 大励場 合併

大正 14 1925 10/ 1-10/31 喜歌劇 かぐや姫 坪内士行 安藤弘 大劇場 月組■

viiL 14 1925 12/ 1-12/28 喜歌劇 守銭奴 坪内士行 高木和夫 大劇場 花組

大正 15 1926 1′ト 1/3 1 f ;fl 寅童子 坪内士行 須藤五郎 大劇場 月組

大正 15 1926 2/ 1- 2/28 喜歌劇 動 く彫刻 坪内士行 高木和夫 中劇場 雪組

大正 15 1926 3′ 1- 3/3 1 Sftt'J オフイリヤの死 坪内士行 安藤弘 大劇場 花組

人iL 15 1926 8′ト 8/3 1 お伽歌劇 青い鳥 坪内士行 竹内平吉 大劇場 雪組

大正 15 1926 12′ 1-12/24 & -fW . どちらが夢 だ 坪内士行 安藤弘 中劇場 月組

大正 8 1919 10′20- ll/30 喜歌劇 女医着 岸田辰弼 高木和夫 公会堂劇場

七t IF. 9 1920 3/20- 5/20 歌劇 毒 の花園 岸 田辰禰 高木和夫 公会堂劇場

大正 9 1920 7/20- ′31 喜歌劇 正直者 岸 田辰輔 原田潤 公会堂劇場

大正 9 1920 10/20- ll/30 舞踊劇 月光曲 岸 田辰弼 高木和夫 公会堂劇場

大正 10 1921 3/20- 5′20 歌劇 王女ニーナ 岸田辰禰 金健二 公会堂劇場 第 1 部

大正 10 1921 3/20- 5′20 お伽歌劇
ヘンゼルと

グレーテル
岸田辰弼 東儀哲三郎 公会堂劇場 第2 部

大正 10 1921 7/20【8/31 n -m m ネヴヰーライフ キ II'K 井 東儀哲三郎 公会堂劇場 第 1 部

大正 10 1921 9′20- 10/19 夢幻的歌劇 眼の女神 岸 田辰弼 校本四郎 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 1/ 1- 1/25 喜歌劇 まぐれ当 り■ 岸 EEl辰弼 高木和夫 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 5/ 1- 5/31 歌劇 シヤクンタラ姫 岸田辰弼 竹内平吉 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 7/ 15【8/20 :* 蝣& 111'蝣'̂ 甘心 岸田辰弼 高木和夫 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 8′ト 9/10 喜歌劇 牧神の戯れ 岸田辰珊 古谷幸】 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 9/20-10/31 歌劇 ラツサの女王 岸田辰弼 高木和夫 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 ll/ 1-11′30 喜歌劇 ジユリヤの結婚 岸田辰弼 東儀哲三郎 公会堂劇場 花組

大正 12 1923 3/20- 4/10 ft -ft 'ifl あこがれ 岸B]辰弼 高木和夫 中劇場 月組

大正 12 1923 4′11- 5/10 歌劇 ア ミナの死 岸田辰珊 古谷幸】 中劇場 花組

大正 12 1923 5′1ト 6/10 喜歌劇 権利 岸田辰弼 安藤弘 中劇場 月祖

大正 12 1923 7′10- 8/ 19 歌劇 ドーバ ンの首 岸田辰珊 東儀哲三郎 中劇場 花組

大正 12 1923 8/20- 9/20 喜歌劇 ガリか )博士 岸田辰珊 金健二 中劇場 月組

大正 12 1923 9/25-10′24 喜歌劇 マルチンの望 岸 田辰弼 A ,f+ 中劇場 花組

大正 13 1924 3/ 2- 3/31 喜歌劇 月下氷人 岸田辰弼 古谷幸】 中劇場 月組

大正 13 1924 4/ 1- 4′30 ;ft ォy 山の悲劇 岸田辰弼 高木和夫 中劇場 月組

大正 13 1924 5/ 1- 5/21 歌劇 王者の剣 岸田辰弼 兼子竹次郎 中劇場 花組

大正 13 1924 7/ 1- 7/30 喜歌劇 ほんもの 岸田辰珊 三善和気 中劇場 雪組

大正 13 1924 7/ 19- 9/ 2 & & m 小 さき夢 岸田辰珊 東儀哲三郎 大劇場 合併

大正 13 1924 11′ 1-11′30 歌劇 醍 岸田辰滑 安藤弘 大劇場 花組

大正 14 1925 1/ 1- 1′31 歌劇 ユーデイツ ト 岸田辰弼 竹内平吉 大劇場 合併

大正 14 1925 3/ 1- 3′31 喜歌劇 永遠の青春 岸田辰弼 ^ ffi-i?.', 大劇場 雪組

大正 14 1925 4/ 2- 4′26 歌劇 姉 と妹 ii |l|!K 軸 古谷幸】 中劇場 月組

大正 14 1925 5/ 1- 5/31 歌劇 ユーデイツ ト 岸田辰弼 竹内平吉 大劇場 雪組

大正 14 1925 5′ 1- 5/31 喜歌劇 楽 しき人々 岸田辰弼 廿rt 蝣'蝣!�"蝣 大劇場 雪組

大正 14 1925 6′ 1- 6/30 喜歌劇 シネマ ◆スター 岸 田辰禰 須藤五郎 大励場 (L T

大正 14 1925 7′ト 7/31 $KW 毒 の花園 岸 田辰輔 高木和夫 大劇場 月組

大正 14 1925 8/ 1- 8/31 歌劇 カルメン 岸 田辰弼 1-n ift 大劇場 雪組

大正 14 1925 9/ 1- 9/30 歌劇 サンドミンゴの哀話 岸田辰弼 東儀哲三郎 大劇場 花組

大正 14 1925 10/ 1-10′31 喜歌劇 歯が痛い 岸田辰弼 蝣A flltv 大劇場 月組

大正 14 1925 ll/ 1-ll/30 歌劇 トラビア夕 岸田辰弼 中川柴三 大劇場 雪組
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*白井銭造

上演年月 曲目

種類　　　　　名称　　　　　　　作者　　　　　　作曲又は編曲者　　　　　劇場　　　　出演租

大正 11 1922 2/ 1一 2/25 お伽歌劇 魔法の人形 白井政道 金光子 公会堂劇場 花組

大正 11 1922 7/15一 8/20 お伽歌劇 -i?i">羽 白井政道 金光子 公会堂劇場 月組

大正 11 1922 ll/ 1-11′30 お伽歌劇 お留守番 白井織造 三善和気 公会堂劇場 花組

大正 12 1923 1′ 1■1′20 お伽歌劇 親指姫 白井織造 池尻景順 公会堂劇場 花組

大正 12 1923 8/20- 9′20 お伽歌劇 湖水 の妖女 白井銭造 池尻景順 中劇場 月組

大正 12 1923 9/25-10′24 お伽歌劇 踊 り王女 白井銭造 東儀哲三郎 中劇場 花組

サv IF.12 1923 10/25-11′30 お伽歌劇 バ ラの精 白井織造 小部卯八 中劇場 月組

大正 13 1924 4′ 1■4′30 お伽歌劇 七色鳥 白井鉄道 東儀哲三郎 中劇場 月組

′L IT.13 1924 7/ 1- 7′30 お伽歌劇 音楽の力 白井鉄道 中川葉三 中劇場 雪組

人.IF. 13 1924 ll/ ト 11/30 歌劇 エ ミリーの嘆き 白井銭造 * ョ二 大劇場 花組

大正 14 1925 2/ 1- 2/28 お伽歌劇 マルプアの昇天 白井銭造 須藤五郎 大劇場 花組

大正 14 1925 6/ 1- 6′30 お伽歌劇 ジャックと豆の木 白井銭造 太田七郎 大劇場 花組

大正 14 1925 7/ 1- 7′31 歌劇 島の女軍 白井織造 金光子 大劇場 月組

大正 14 1925 10/ 1-10′31 お伽歌劇 猫の舞踏会 白井裁造 金健二 大劇場 月組

大正 14 1925 ll/ 1-11′30 お伽歌劇 望みの女王 白井裁造 須藤五郎 大劇場 雪組

X E -15 1926 1′ 1- 1/31 お伽歌劇 花物語 白井銭造 金健二 大劇場 月級 l

大正 15 1926 2′ 1■2′28 お伽歌劇 マッチガ｣ ル 白井裁造 東儀哲三郎 中劇場 雪組

､ in 15 1926 3/ ト 3/31 H-Sf Jll 煙草から 白井政道 太田七郎 大劇場 花組

大正 15 192fi 4/ 1- 3/30 書歌劇 伯父の財産 白井鉄道 安藤弘 大劇場 月組

大正 15 1926 6/ 1- 6′30 お伽歌劇 二人の姫君 白井裁造 須藤五郎 大励場 9 ョ.

大正 15 1926 7/ 1- 7′31 喜歌劇 避暑地にて I'I-If-油も 金健二 大劇場 月組

大正 15 1926 9′ 1■9′30 書歌劇 セビラの理髪師 白井政道 安藤弘 大劇場 花組

大正 15 1926 ll/ 1-11′30 お伽歌劇 クラスメー ト 白井鉄道 rV ;-r 心 大劇場 雪組

大正 15 1926 12/ 1-12/24 歌劇 死の舞踏 ■ 白井銑造 須藤五郎 中劇場 月組

*ルイジンスキー

大正 12 1923 9/25】10/24 ノヾ レー コスモポリタン ルジ ンスキP 東儀哲三郎 中劇場 花組

大正 13 1924 1/ 1】 1′31 ノヾ レー リーラ号の難破 )レジンスキI ルジンスキー 中劇場 花組

大正 13 1924 10′ 1-10/21 バレー ジプシーライフ ルジ ンスキI 竹内平吉 大劇場 月組

*オソフスカヤ

ll/ 1-ll/30

注1 11月中の日曜日に上演｡
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注(1)これまでに著された､日本/西洋舞踊の動きの両面

に触れて記述されている日本近代舞踊史研究書とし

ては､町田孝子著『舞踊の歩み百年』､国吉和子著

『夢の衣裳･記憶の壷』がある｡

(2) 『山容水態』は､ 『歌劇』創刊以前､阪急(当時､

箕面有馬電気軌道株式禽社)から出版されたもので､

編集兼発行人は吉岡重三郎､月1回発行､当初は非

売品であった｡創刊号(大正2 (1913)年7月20

日発行)の奥付には次のようにある｡ ｢山容水態発

行の趣旨は箕面電車沿線に於ける静然たる山の容､

溶々たる水の態を写し叉名所旧蹟等いろいろの趣味

に富んだ勝景や其時々に於ける遊覧の場所や催ふし

物等あらゆる記事を網羅して世の中に紹介しご乗客

の便に供するを目的と致します｡前項の次第に依り

沿道に関する詩､文､俳句､和歌､絵画(大きなも

のは困ります)等続々御投書あらんことを希ひます｡

最も採用の分に対して柳かながら薄謝を呈します｡

又諸種の設備､乗務貞其他に対し御気付の事も御遠

慮なく御投書を望みます｡右の御投書は総て箕面電

車経営課へ宛御送り願ひます｣｡つまり､阪急電車

の利用者増加の目的と､文芸的な趣味が同居した性

質のものであった｡

この冊子は､当初は阪急沿線の土地の景観や住宅

情報なども多く掲載されていたが､大正3 (1914)

年7月からは演劇､外来文化に関する記事が増え､

同年8月からは学者や文化人による寄稿が掲載され

るようになり､同年9月から､非売品ではなくなっ

ている｡こうして､徐々に内容の充実した雑誌へと

展開した『山容水態』には､宝塚についての情報も

増え､上演に関する広告のほか､脚本や主題歌の歌

詞･楽譜､作者の理念､舞台評なども掲載されるよ

うになっている｡

本論では､池田文庫所蔵分(大正2 (1913)年7

月(1号)～大正5 (1916)年9月(3巻12号)と､

大正3 (1914)午(出版月日不明)と大正6 (1917)

年8月の『山容水態』臨時号｢住宅経薯｣)を､調

査対象とした｡

(3)　宝壕の機関誌『歌劇』は､大正7 (1918)年8月

に創刊され､当初は不定期刊行であったが､大正10

(1921)年3月から月刊となった｡

雑誌『歌劇』の性質については､津金揮聡廉氏は

｢戦前『歌劇』誌の特徴のひとつは､部外者への依

頼原稿や投稿を積極的に推し進めた点にあろう｡あ

とでみるように､全体の執筆件数のうち上位者はと

いえば､やはり歌劇団関係者が多数を占めるのだが､

関係者以外の異色の執筆者も少なくない｡とくに､

大正期から昭和初期にかけては､あえて少女歌劇へ

の批判､異論､時にはかなり強烈な悪口雑言まで取

りあげ､それらに対する反論や反批判を展開すると

いう論争的な要素の重視が目立つ｣ (『復刻版　歌

劇　執筆者索引･解説』津金滞聡贋｢大正･昭和戦

前期の総合芸術雑誌『歌劇』 (一九一八～一九四〇

年)の執筆者群と読者層｣; 6)としており､渡辺

裕氏は｢創設者であった小林一三の思考の広さや柔

軟さを反映してか､この雑誌には宝塚に対する批判

や違った立場からの意見も積極的に掲載され､論争

が展開されているだけでなく､坪内遭遇､田連尚雄､
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兼常清佐といった豪華メンバーが､必ずしも宝塚に

直接に関わるわけではない様々な周辺的なテーマに

ついての論考をしばしば掲載している｡また､宝塚

に対する批評記事などはしばしば他誌に掲載された

ものが転載されたりもしており､少なくとも宝塚を

めぐる状況を観察しようとする限りでは､必要にし

て充分な情報を提供する存在になっている｣ (渡辺

1999;14　としている｡

(4) webcat､早稲田大学演劇博物館等の検索システムで

調査したところ､大正期に継続的に刊行されていた

舞踊専門雑誌は､大正11 (1922)年創刊の『舞踊と

音曲』一誌のようである｡

(5) ｢新舞踊｣は､町田孝子氏の『舞踊の歩み百年』

に､ ｢日本の近代の新しい舞踊の歴史は､坪内道蓮

の｢新楽劇論｣と､舞踊劇｢新曲浦島｣との発表に

はじまる｣ (町田1968;53)とあるように､その他､

図書和子氏の『夢の衣裳･記憶の壷』､あるいは西

形節子氏の『近代日本舞踊史』においても､明治37

(1904)年の発表の坪内遣蓮の舞踊論『新舞踊論』

をその端緒とし､また､造蓬の試みが､大正期の藤

蔭静枝や羽衣会､踏影会などによって盛んとなった

新舞踊運動の先駆として捉えられている点は､共通

した認識のようである｡

しかし､ ｢新舞踊｣についての概念については様々

である｡まず､ ｢新舞踊｣という語自体は､大正初

期から使用されていたようである(古井戸1999)c

舞踊家達の活動をみてみると､柳桜会は大正8

1919　年11月の《惜しむ春≫ (町田1968;171､

藤蔭会は大正9 (1910)年11月の《浅茅ケ宿≫　に

おいて(『藤蔭静枝　藤蔭会五十年史』 1965:49 ､

初めて｢新舞踊｣の語を使うようになったようで､

｢新舞踊｣が盛んに議論されるようになったのは､

この頃と見るべきであるようである｡

また､大正11 1922)年8月号『舞踊と音曲』掲

載の山本九三郎｢未完成の新舞踊｣では､ ｢猿之助氏､

静枝女史等が､日本古有の舞踊を基礎として､或は

洋楽により､或は三弦楽によって､或る新しき者を

生み出さんと努力して居る一方､又元帝国劇場専属

俳優であった石井漠氏､高田雅夫氏等は､外国舞踊

を土台として､日本人趣味を加味して新しさ一種の

ものを作り出さんと励むで居る｣として､.｢新舞踊｣

について紹介している｡つまり､ ｢新舞踊｣は､当

時は､日本舞踊の技術を元にしたものと､西洋舞踊

の技術を元にしたものと､両方を包含する語として

使用される場合もあったようである｡

ここで前者と後者に共通する方向性として語られ

ているのは､在来の形式を前近代的なものとみなし､

｢新しき一種のものを作り出｣す､という部分であ

る｡石井漠や高田雅夫も､帝劇でローシーに教わっ

たバレエを踏襲せず､新たな表現､新たな独自の舞

踊形式を追求した舞踊家達であった｡つまり､大正

期に勃興した､運動としての｢新舞踊｣とは､それ

までの日本舞踊とも､西洋舞踊とも異なる､新しい

独白の舞踊の形式を創造するという意図の下の様々

な舞踊家･振付家の活動､として捉えることも出来

るのではないか｡ここでこの間題について詳細に議

論することは出来ないが､いずれにせよ､大正期の



｢新舞踊｣については､さらなる研究が可能であろ

う｡

(6)坪内道遥の『新楽劇論』と小林一三の歌劇思想との

連続性については､阪田寛夫氏の『わが小林一三』

(220-226頁)､および､国吉和子氏の『夢の衣裳･

記憶の壷』 (151頁)において､指摘されている｡

(7)これは､媒体によっては《胡蝶の舞≫　とも記載され

ることがある｡

(8)また､こうした｢ダンス｣作品は､ 『山容水態』の

広告記事を調査すると､他にもあったようだ｡例え

ば､大正3 (1914)年4月号の『山容水態』に掲載

されている｢少女歌劇園公演曲目｣には､次のよう

にプログラムが記載されている｡

第一部(午後一時開始)

-　管弦合奏　歌劇｢カルメン｣､百年祭行進曲

-　マンドリン合奏　勧進帳

-　ダンス　春興

-　歌劇　音楽カツフエー

ー　歌劇　平和の女神

第二部(午後二時半開演)

-　管弦合奏　戯曲｢ハイアワサ｣､金婚式行進曲

-　マンドリン合奏　元禄花見踊

-　ダンス　フラワーダンス

ー　歌劇　兎の春

一　歌劇　雛まつり

*日曜､祭日､一日､十五日は右の通り二部に分ち

平日　は右曲目の内数種を選び公演仕候)

このように､主となる｢歌劇｣作品の合間に､オー

ケストラや合奏とともに上演された｢ダンス｣作品

についてのさらなる調査は､今後の課題である｡

(9)例えば､帝劇最初の西洋風の舞踊作品とされる《フ

ラワーダンス≫が上演された際の番組編成は､ ｢河

竹黙阿弥作《透写筆命毛》､ 《水兵の歌とダンス》､

益田太郎冠者作《ふた面≫､クラウドバレー､石田

寅彦作《藤公余影雪の段≫｣が並漬されていた｡

(10)ただし､楳茂都陸平には､もともと西洋舞踊を学ん

だ経験がなかったため､発売と同時に丸善に駆けつ

け購入した｢ロシア･バレーや近代バレーの原書｣

と､帝劇においてローシーのバレエ教育を受けた経

験のある作曲家･原田潤の知識と助言とによって､

西洋舞踊の振り付けをしていたということである

(楳茂都1958 ; 56-57)｡

(ll) ｢トーダンス｣ ｢トウ･ダンス｣の表記もあるが､本

稿では､以下｢トウダンス｣とする｡

(12)岸田は､後述するルイジンスキー着任後､バレエの

レッスンから退いたということである(白井1967;

50)c

(13)杉山千鶴氏｢浅草オペラから浅草レヴューへの変遷

に見る舞踊家Ⅱ　一女性舞踊家の変容とその特性

-｣によると､高木徳子のほか､トウダンスを踊っ

たのは､今村静子､逗子靖子､松本みどり､奈良八

重子らがおり､民族舞踊は､ロシャやハンガリーの

舞踊を踊る南谷光子､コサックダンスを踊る浪花君

子らがいたようである｡

(14)また､上演作品の種類に､ ｢バレー｣と銘打たれた

作品が登場するのが､外国人舞踊教師たちによる作

晶以降であることにも着目される｡最初に｢バレー｣

と銘打たれた､ルイジンスキーの処女作《コスモポ

リタン≫以降の作品の内､日本人の作家による作品

で｢バレー｣と銘打たれているのは､大正15 (1926)

年9月1日-9月30日上演の楳茂都陸平作品《真夏

の夜の夢≫のみである(表2 ; ｢大正期の諸作家の

上演作品表｣も参照のこと)｡しかし､これまで述べ

てきたように､岸田辰弼も白井銭造もバレエのテク

ニックを使用していたし､逆に､ルイジンスキーの

作品の形式は､現在考えられる｢バレエ｣の概念と

は異なる形式を持った､ショー的なものであったよ

うである｡すなわち､当時は､宝塚で｢バレー｣と

いったとき､まだ西洋の舞踊に関する見識がいまだ

未熟であり､その概念内容は固定しなかったのでは

ないかと考えられる｡このような､個々の｢バレー｣

作品内容の考察は､大正期の日本におけるバレエ受

容について､さらなる視点を与えることが出来ると

考えられるので､これについても今後の課題とした

iSE

(15) ｢春より秋｣とは､楳茂都陸平の《春から秋へ≫､ ｢お

夏狂乱｣とは､久松一撃の《お夏笠物狂》のことだ

と考えられる｡いずれも､宝塚を代表する新舞踊作

品として注目された｡

(16)舞踊学会でおこなわれたシンポジウム｢既成流派の

活動　一花柳舞踊研究会の発足を中心に-｣ (『舞踊

学』 18号に記録が掲載されており､これを参照した)

において､日代清氏が｢今日の舞踊界には"新舞踊''

という言葉はありません､死語になっています｡ "新

舞踊"と言ったら､歌謡曲舞踊を言うわけです｣と

述べている｡

引用･主要参考文献

『賓壕少女歌劇二十年史』賓壕少女歌劇圏､ 1933年

『宝壕歌劇四十年史』宝塚歌劇団出版部､ 1954年

『宝塚歌劇五十年史』宝塚歌劇団､ 1964年

『宝塚歌劇の60年』宝塚歌劇団出版部､ 1974年

『宝塚歌劇の70年』宝塚歌劇団､ 1984年

『夢を描いて華やかに　一宝塚歌劇80年史-』宝塚歌劇団､
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『すみれ花歳月を重ねて　一宝塚歌劇90年史-』宝塚歌劇

団､ 2004年

『復刻版　歌劇　執筆者索引･解説』雄松堂出版､ 1999年

小林一三『小林一三全集　第6巻』 (大正12 (1923)年刊行
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女歌劇における楳茂都陸平の活動｣､ ｢｢宝塚アイデン
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宝塚のベルリン公演｣ (『日本文化　モダンラプソディ』
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渡辺裕『宝塚歌劇の変容と日本近代』新書館､ 1999年

袴田麻祐子｢賓塚少女歌劇にみる｢西洋｣の意味とその変化｣

(『フイロカリア』 22号　2005年　所収)

阪田寛夫『わが小林一三　清く正しく美しく』河出書房新
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社､ 1983年

桑原和美｢楳茂都陸平の新舞踊〔Ⅰ〕大正6 (1917ト昭和

6 (1931)｣ (『舞踊撃』 17号1994年　所収)

高木史朗『レヴューの王様一白井錬道と宝塚-』河出書房

新社､ 1938年

志摩修『ザ･宝壕』大陸書房､ 1984年

町田孝子『舞踊の歩み百年』､桜楓社､ 1968年

囲吉和子『夢の衣裳･記憶の壷』新書館､ 2002年

『帝劇の五十年』東宝株式会社､ 1966年

『藤蔭静枝　藤蔭会五十年史』西宮安一郎･編､カワイ楽譜､

1965年

西形節子『近代日本舞踊史』､演劇出版社､ 2006年

古井戸秀夫｢歌舞伎俳優の新舞踊｣ (『舞踊学』 18号､ 1995

年　所収)

｢既成流派の活動　一花柳舞踊研究会の発足を中心に-｣ (シ

ンポジウム記録｡花柳書楽･若柳毒延･佐藤多紀三･

西形節子(司会)) (『舞踊学』 18号､ 1995年　所収)

曽田秀彦『私がカルメン　マダム徳子の浅草オペラ』晶文

社､ 1989年

杉山千鶴｢浅草オペラから浅草レヴュー-の変遷に見る舞

踊家Ⅱ　一女性舞踊家の変容とその特性-｣ (『岡崎学

園国際短期大学論集』第2号､ 1995年　所収)

石井歓『舞踊詩人　石井漠』未来社､ 1994年

凡例

1､引用資料中､現在では使用されない用字等については､

難読と思われるものを新字に改め､また元々ルビを付

されていたものは､ルビなしでも判読可能と思われる

ものは省略した｡ただし､固有名詞は､旧字のまま表

記することとした｡

2､本文中には､上演形式としての｢歌劇｣と､雑誌媒体

の『歌劇』が混在しているため､読み難いと思われるが､

これについては､上演形式としての｢歌劇｣には(｢｣)､

雑誌媒体としての『歌劇』には､ (『』)を､左記のよう

に用い､区別している｡さらに､宝塚で上演された形

式としての｢歌劇｣は､本文中の記述にもあるように､

一般的な｢オペラ｣とは異なる､宝塚独白の形式であっ

た､という意も含んでいるため､前者は｢オペラ｣と

表記し､宝塚で上演された歌劇にはカギカッコ付きの

｢歌劇｣と表記し､区別している｡

3､また､雑誌の論題には(｢｣)を用い､上演作品には(《》)

を用い､区別した｡

本研究は､平成18年度日本学術振興会科学研究奨励費

による助成を受けている｡
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